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第 11回龍ケ崎市中学校駅伝競走大会（12/16　たつのこフィールド）

新年のご挨拶

協働事業提案制度「平成 29 年度実施事業」の進捗状況をお知らせします

市・県民税、所得税の申告相談を行います

いつも身近に！地域包括支援センターです。

運転免許証を返納すると、コミバスが１年間無料になります！
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平
成
30
年
・

２
０
１
８
年
の

新
し
い
年
を
、
市

民
の
皆
さ
ま
と

共
に
迎
え
ら
れ

る
こ
と
を
、
心

か
ら
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
中
は
、
市

政
運
営
に
多
く

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
去
る
12
月
24
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
龍
ケ
崎
市
長
選

挙
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
信
任
を
賜
り
、
龍
ケ
崎

市
長
と
し
て
、
３
期
目
の
市
政
運
営
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
ま
し
て
、
責
務
の
重
さ
に
身
が

引
き
締
ま
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え

る
べ
く
引
き
続
き
こ
の
４
年
間
も
全
力
で
挑
戦
し
て
い
く
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
向
を
示

す
最
上
位
計
画
で
あ
る
「
第
２
次
ふ
る
さ
と
龍
ケ
崎
戦
略
プ

ラ
ン
」の
２
年
目
の
年
と
な
り
ま
す
。「
子
育
て
環
境
日
本
一
」

「
市
民
活
動
日
本
一
」
の
取
り
組
み
に
加
え
、「
防
災
・
減
災

日
本
一
」「
ス
ポ
ー
ツ
健
幸
日
本
一
」
を
新
た
に
掲
げ
、
４

本
の
日
本
一
の
旗
の
下
で
、「
龍
ケ
崎
新
時
代
」
に
向
け
て

着
実
か
つ
確
実
に
歩
み
を
進
め
る
年
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
ま
ち
の
活
性
化
と
認
知
度
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し

た
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
道
の
駅
の
２
年
後
の
オ
ー
プ
ン
に

向
け
、
大
き
く
前
進
す
る
年
に
も
な
り
ま
す
。
現
在
、
本
市

の
貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
る
牛
久
沼
の
利
活
用
に
つ
き
ま
し

て
、
全
国
各
地
で
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

活
動
を
さ
れ
て
い
る
株
式
会
社
北
山
創
造
研
究
所
（
代
表
・

北
山
孝
雄
氏
）
と
協
定
を
結
び
、
牛
久
沼
お
よ
び
牛
久
沼
周

辺
地
域
を
含
め
た
将
来
像
と
、
活
用
に
向
け
た
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
描
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
、
道
の
駅
の

整
備
へ
も
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
牛
久
沼
を
中
心
と
し
た
統
一

感
や
相
乗
効
果
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
親

し
ま
れ
る
、
龍
ケ
崎
の
牛
久
沼
に
し
か
な
い
夢
の
あ
る
道
の

駅
を
目
指
し
て
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
牛
久
沼
を
よ
り
魅
力
的
な
も
の
に
す
る
た
め
、

牛
久
沼
周
辺
の
５
市
１
町
の
首
長
が
一
堂
に
会
し
牛
久
沼
へ

の
想
い
を
共
有
し
た
、
昨
年
初
開
催
の
「
牛
久
沼
周
辺
首
長

会
議
」
が
、
本
年
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
り
ま
す
。
本
年

か
ら
第
２
回
以
降
の
会
議
を
開
催
し
、牛
久
沼
の
魅
力
向
上
、

さ
ら
に
は
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
情
報
共
有
や

意
見
交
換
を
行
い
、
連
携
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
道
の
駅
に
つ
な
げ
る
べ
く
、
本
年
４
月
に
文

化
会
館
の
駐
車
場
内
に
龍
ケ
崎
市
農
産
物
等
直
売
所
「
た
つ

の
こ
産
直
市
場
」
を
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。
安
全
・
安

心
で
新
鮮
な
農
産
物
の
販
売
を
通
じ
生
産
者
と
消
費
者
が
交

流
し
、
生
産
者
の
生
産
意
欲
や
出
荷
意
欲
を
喚
起
す
る
よ
う

な
地
産
地
消
の
拠
点
と
し
て
、準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
「
ス
ポ
ー
ツ
健
幸
元
年
」
と
も
位
置
付
け
、ス
ポ
ー

ツ
・
運
動
を
通
じ
継
続
で
き
る
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
・
改
善
や
介
護
予
防
に
つ
な
げ
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
昨
年

末
ス
タ
ー
ト
し
た
「
タ
ッ
ポ
く
ん
健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
」
は
、

無
料
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
な
ど
を
活
用
し
、
日
々
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
歩
数
や
各
健
診
の
受
診
な
ど
に
対
し
て
ポ

イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
、
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
数
に
応
じ
て
商

品
と
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。「
健
幸

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
」
も
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
併
せ
て

ご
活
用
い
た
だ
き
な
が
ら
、
運
動
習
慣
の
普
及
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
「
ス
ポ
ー
ツ
健
幸
」
の
機
運
を
盛
り
上
げ

る
、
来
年
開
催
の
「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
・
ゆ
め
大
会
」

と
、
初
の
日
本
開
催
と
な
る
「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
９
」、
さ
ら
に
２
年
後
の
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
、
大
き
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
続
き
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
追
加
種
目
に
正
式
決

定
し
た
、
注
目
の
「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」。
さ
っ
そ

く
新
年
早
々
の
今
月
、
そ
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
中

で
も
気
軽
に
達
成
感
が
味
わ
え
、
子
ど
も
か
ら
大
人
、
高
齢

者
ま
で
楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
も
言
わ
れ
る
「
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
」
施
設
が
、
た
つ
の
こ
ア
リ
ー
ナ
内
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

の
一
角
に
完
成
い
た
し
ま
す
。
施
設
は
２
月
か
ら
利
用
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　

平
成
30
年
は
、
私
に
と
っ
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な

り
ま
す
が
、こ
の
ま
ち
が「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
」「
い

つ
か
は
住
ん
で
み
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
そ

し
て
、
自
慢
し
た
く
な
る
「
ふ
る
さ
と
龍
ケ
崎
」
と
な
る
よ

う
、
職
員
と
共
に
一
丸
と
な
っ
て
市
政
運
営
に
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
年
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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新年のご挨拶
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■問い合わせ：市民協働課市民協働推進グループ☎内線 437

「平成29年度実施事業」の進捗状況をお知らせします

協働事業提案制度

NPO法人快適な街づくり協会（平成28年度提案事業）

映像アーカイブによる街づくり
NPO法人茨城県南生活者ネット（平成28年度提案事業）

脳活らくらくゲームの普及
　龍ケ崎市の昔の景色や暮らしを伝える貴重な
８ミリフィルム・16 ミリフィルムをデジタル
映像化し、アーカイブとして残していく事業で
す。市民に公開するとともに、子どもたちの郷
土を知る授業での活用や、観光・福祉への活用
も検討しています。さらに、
事業を後世につなげるため、
撮影や編集技術などの基礎
を教え、人材育成を図って
いきます。

11月末現在

●コミュニティセンターなどでの上映会
コミュニティセンター＝３件／老人福祉施設＝４件

※古い８ミリフィルムなどを探しています

　龍ケ崎市の
豊かで楽しい
生活や、都心
から近く住み
やすい地域で
あ る こ と を

知ってもらう事業です。新宿パークタワーに実
物大ダンボール SLを展示し、龍ケ崎市を展示
パネルなどでPRして定住促進を図りました。

●ボランティアなどによる制作
５月 20日～７月 30日／旧長戸小学校

●展示期間
８月６日～ 11日／新宿パークタワー

　龍ケ崎市のランドマークともいえる「たつのこ
やま」の景観を利用し、芝桜による「サクラ富士」
の景観・美観を創出することで、市内外から人を
呼び込めるスポットにしていくことを目的とする
事業です。『りゅうほー』などを利用して市民に
参加を呼びかけ、一緒に芝桜の植え付けや除草作
業など景観の維持管理を行います。

● 10 月 28 日から

　 活動開始

一般ボランティア・
城ノ内中学校剣道部
の皆さんが参加

龍ケ崎機関車推進協議会（平成 28 年度提案事業）

リアルサイズ SL-4 エキシビションの開催
NPO 法人バイオライフ（平成 28 年度提案事業）

龍ケ崎グリーン・ツーリズム（アグリツー
リズム）のための人材育成と組織化事業

たつのこ山芝桜実行委員会（平成 29 年度提案事業／実施期間＝平成 29 年 10 月～ 30 年３月）

芝桜によるたつのこ山美観創出事業

　軽度認知症への引
き戻し効果や認知症
予防の効果がある「脳
活らくらくゲーム」
を普及していく事業

です。市内全域に普及させるため、リーダー養
成と講座の開催により市民への啓発を図ります。

11月末現在

●脳活らくらくゲーム講座
①５月 19日～８月４日＝元気サロン松葉館・市民
交流プラザ／② 10月６日～ 11月 17日＝北文間コ

●脳活らくらくゲームリーダー養成
①６月 13 日・14 日／② 10 月 10 日・11 日＝い
ずれも龍ケ崎コミュニケーションハウス

　事業を推進するため
の人材を確保し、組織
化を図っていく事業で
す。農業体験などを開
催し事業の普及に努めるとともに、遊休・耕作
放棄地、空き家を活用した取り組みの検討や、
貸し出し用の農業機械を購入し、さらなる事業
の推進を図ります。※「グリーン・ツーリズム」とは、
都市の住民が余暇を利用して農作業体験や自然・文化・人々
との交流を楽しむ滞在型の活動です

●グリーンツーリズム研究会
７月 15日／市民活動センター

実績

実績

実績

実績

実績
コ
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

協働事業提案制度「平成 29年度実施事業」の進捗状況をお知らせします
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申告期間は２月 14 日㊌～３月 15 日㊍

市・県民税、所得税の申告相談を行います
■問い合わせ：

税務課
市民税グループ

☎内線 223 ～ 226

●２月 14 日（水）・15 日（木）は、給与収入または公的年金等収入のみで、医療費控除などの申告により
所得税が還付になる方の申告相談を行います。申告によって所得税を納付することになる方の相談はでき
ませんのでご注意ください

●２月 16 日（金）からは順次、地区ごとに申告相談を行います。お住まいの地区の日程をご確認ください
●２月 18 日（日）・ 25 日（日）は、主に給与所得者で平日に来庁することが困難な方のみ対象となります

【注意】市役所では次の申告相談は受け付けできません。竜ケ崎税務署での申告をお願いします。
◦青色申告	 ◦損失申告	 ◦ゴルフ会員権や貴金属などの総合譲渡の申告	 	 ◦雑損控除
◦株式や不動産などの分離課税の申告	 ◦初めて事業所得を申告する方の申告
◦海外居住親族等の扶養控除	 ◦住宅ローン控除（１年目の方、または２年目以降で連帯債務の方）
◦消費税	 ◦相続税	 ※その他内容によっては市役所では受け付けできない場合があります

　市役所西側の附属棟
１階が会場です。

　地下会場では行いませ
んのでご注意ください。

　収入額にかかわらず、事前に帳簿と収支
内訳書の作成が必要です。帳簿の作成は平
成 26年１月から義務化されています。
　領収書などを持参していても収支内訳書

が作成できていない場合、
申告相談は受け付けできま
せんので、必ずご用意くだ
さい。

申告相談日程表

市役所での申告会場は ｢附属棟 ｣です！ 営業等・農業・不動産所得の

申告相談を希望する方へ

■コ＝コミュニティセンター

日程 対象者・対象地区 場所 受付時間　

２
月

14 日（水）
所得税の還付申告者のみ

市役所

8:30 ～ 16:0015 日（木）
16日（金） 龍ケ崎地区
18日（日） 市内全地区 8:30 ～ 12:00
19 日（月） 馴馬・平台・中根台・久保台・小柴

8:30 ～ 16:00
20 日（火） 愛戸・姫宮・出し山・野原・緑町
21日（水） 北文間地区 市役所／北文間コ

8:30 ～ 16:00
コ＝ 8:30 ～ 11:00

22 日（木） 川原代地区 市役所／川原代コ
23 日（金） 馴柴地区 市役所／馴柴コ
25 日（日） 市内全地区

市役所
8:30 ～ 12:00

26 日（月） 藤ケ丘・城ノ内・松ケ丘・白羽・中里
8:30 ～ 16:00

27 日（火） 長山・松葉

28日（水） 大宮地区 市役所／大宮コ
8:30 ～ 16:00

コ＝ 8:30 ～ 11:00

日程 対象地区 場所 受付時間　

３
月

1 日（木） 長戸地区 市役所／長戸コ 8:30 ～ 16:00
コ＝ 8:30 ～ 11:002 日（金） 八原地区 市役所／八原コ

5 日（月）～ 9日（金）
市内全地区 市役所 8:30 ～ 16:00

12 日（月）～ 15日（木）

北側駐車場

南側駐車場

市
役
所

正
面
入
口
→

↓
入
口

附
属
棟

申告相談
会場は
こちら !

ビル風が強いから
足元に気を付けてね！
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□本人確認書類【マイナンバー（個人番号）および身元を確認できる書類】

◦マイナンバーを確認できる書類：マイナンバーカード（個人番号カード）、通知カード、マイナンバー
が記載された住民票など
◦身元を確認できる書類：運転免許証、健康保険証、旅券などの身分証
※マイナンバーカードのみで、番号確認と身元確認ができます
※代理で申告する場合は、申告者本人のマイナンバーと身元を確認できる書類が必要です。なお、代理の方の
マイナンバーや身元確認書類は不要です

□収支内訳書　営業等・農業・不動産所得がある方はあらかじめ作成してください
□源泉徴収票　給与や公的年金等収入がある場合、漏れなく持参してください
□国民健康保険税（料）・介護保険料・後期高齢者医療保険料、その他任意継続保険料等の支払金額が分か

るもの　公的年金等から特別徴収されている介護保険料などは、本人しか控除できません
□国民年金の社会保険料控除証明書または領収書
□生命保険料や地震保険料の控除証明書
□寄附金の受領証明書　ワンストップ特例関連書類などでは受けられません
□印鑑　朱肉を必要とするもの。認印でかまいません
□申告者本人名義の金融機関・口座番号が分かるもの　所得税の還付を受ける際に必要です

医療費控除を申告する場合は…

□「医療費控除の明細書」および健康保険組合や保険会社などからの給付金がある場合はそれが分かるもの
支払医療費などの合計金額をあらかじめ算出してください

セルフメディケーション税制を申告する場合は…

□健康の保持増進および疾病の予防への取り組みを行ったことを明らかにする書類および医薬品購入費の明細書
　医薬品購入費の合計金額をあらかじめ算出してください

申告相談のために用意するもの

●！今回の申告から一部改正されます！●！

忘れ物がないか■□にチェック！

竜ケ崎税務署からのお知らせ
　国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）の「確定申告書等作成コーナー」では、自宅などで確定申告書
が作成できます。書面で印刷して送付・e-Tax で送信（事前準備が必要）のいずれかでご提出ください。
　「確定申告書等作成コーナー」の操作や確定申告に関する質問・相談は、電話でお問い合わせください。

▶■問 作成コーナーの操作などに関する問い合わせ：「e-Tax・作成コーナーヘルプデスク」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0570-01-5901 ／月～金曜日（祝日を除く）
▶■問 確定申告などに関する問い合わせ：竜ケ崎税務署☎ 66-1303（自動音声での案内）

医療費控除を適用する方へ
　「医療費の領収書」の提示・添付が不要となり、
「医療費控除の明細書」の添付が必要となりま
した。なお、税務署から該当する医療費の領収
書の提示・提出を求められる場合がありますの
で、領収書は５年間保管する必要があります。
※医療費控除を受けるために必要な「おむつ使用証
明書」などの各種証明書は、従来どおり提示・添
付が必要です

※健康保険組合から送られてきた医療費通知がある
場合は、「医療費控除の明細書」の記載を省略す
ることができます。ただし、支払医療費の合計金
額は算出しておいてください

※平成 31年分の申告までは、従来どおり領収書の
提示・添付でも受け付けできます。合計金額をあ
らかじめ算出してください

セルフメディケーション税制の創設
　健康の保持増進・疾病の予防として一定の取り組み
を行う個人が、「スイッチ OTC 医薬品」を１年間に
12,000 円以上購入した場合、12,000 円を超えた金額
（上限 88,000 円）について、所得控除を受けることが
できます。
※「一定の取り組み」とは、特定健康審査・予防接種・定期
健康診断・健康審査・がん検診の受診など。申告には、そ
の「領収書」または「結果通知書（コピー可）」の提示・添
付が必要です

※スイッチOTC医薬品の対象となる品目の一覧は、厚生労働
省ホームページなどでご確認ください

※従来の医療費控除とセルフメディケーション税制両方の適用
を受けることはできません（同一世帯の別の方とそれぞれ申
告することは可能）。また、いずれかを適用させた後、修正
申告や更正の請求により、適用を変更することはできません

市・県民税、所得税の申告相談を行います
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■問い合わせ・申し込み：地域包括支援センター（高齢福祉課内）☎内線 277

● 在宅医療連携相談室をご活用ください！

冬のお風呂は要注意！～命に関わるヒートショックについて～

　「龍ケ崎市在宅医療連携相談室」は、平成 28年 11月に「竜ケ崎市・牛久市医師会訪問看護ステーション
竜ケ崎（市役所附属棟２階）」内に開設しました。相談室では、主にご自身やご家族が抱える在宅医療の相
談に応じ、関係機関との関わりも含めてお手伝いします。相談無料。まずは電話でお問い合わせください！
問：訪問看護ステーション竜ケ崎（看護師・介護支援専門員が対応します）☎ 62-7544
　　月～金曜日午前９時～午後５時／担当者不在の場合は折り返し連絡します

　寒い脱衣所や浴室から急に湯船
の熱いお湯に浸かると、急激に血
圧などが変動し、意識を失ったり、
心筋梗塞や不整脈・脳梗塞を起こ
したりすることが、冬場に多く見
られます。
　稲敷広域消防本部管内では、平
成 28年 10月～ 29年３月の期間
に、65 歳以上の入浴関連事故で
の救急車出動件数が 96 件ありま
した。うち死亡が 21 件、重症は
６件でした。

冬場の入浴の注意点

①脱衣所・浴室の温度差に注意しましょう
　脱衣所はヒーターなどの暖房器具で暖め、浴室は浴槽
のふたを開けておきましょう

②お風呂のお湯の温度は 40 ～ 41℃を目安にしましょう
③入浴前後に水分補給をしましょう
④一声かけてお風呂に入り、家族は声かけをしましょう
⑤入浴前はかけ湯をしましょう
⑥立くらみや失神を起こさないように、浴槽からはゆっくりと立ち

上がりましょう
⑦お酒を飲んだ後の 1 時間は血圧が下がりすぎることがあるので

入浴は避けましょう

相談

看護師
など

助言・紹介
在宅医療

連携相談室

地域包括
支援センター

医療関係の
事業所など

介護・福祉関係の
事業所など

各機関との連携・調整

市民

現在入院中でもうじき
退院するのですが、
近所で診てもらえる、
または往診してくれる
医師はいますか？

病気などで
在宅での生活が
大変になってきた
家族がいます。
自宅で生活するために
受けられる支援は
ありますか？

家族が病院へ通院したがらなくて困っています…

かかりつけのお医者さんに
相談していいか
分からないことや、
治療にかかる
アドバイスが欲しい

など

Pick
up!

こんな相談に

ついて

支援します！
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● 高齢者地域ふれあいサロン活動支援事業

● 講座・講演など

● 事業報告

■ 龍ケ崎市地域たすけあいフォーラム『安心した老後を地域で考えよう』

■ 龍ケ崎済生会病院の専門職の方などを講師に、「上手な年の重ね方講座（健康編）」を開催しました

■ ゆずのきカフェ（認知症カフェ）

　認知症の方やその家族、支援者の交流・支え合いの場です。
●日時：１月 27日（土）午後１時～３時	 	 ●場所：認知症疾患医療センター池田病院

　「高齢者の居場所づくり」に関する活動を支援します。すでに地域の方が集まって定期的に居場所やサロン
的活動を行っている、または新たに居場所づくりをしたいと考えている方は、お問い合わせください。
●対象活動：①介護予防活動を含む高齢者の健康・生きがいなどに関する趣味活動や教養講座などを開催し、

高齢者相互の交流を図るもの
②高齢者と認知症・障がいのある方との交流、または子どもなどとの世代間交流

●基準：①１日２時間以上かつ週１日以上開催している
　　　　②開催１回当たり５人以上の高齢者が利用している
●支援内容：①活動開始準備費／②活動費／③活動場所維持費
●申請期間：１月 22日（月）～２月 13日（火）
●申請方法：高齢福祉課窓口、または市公式ホームページで配布の申請書に記入し、

高齢福祉課窓口で申し込み。審査を経て決定

「サルコペニア（筋肉減少症）」について
作業療法士・丸山健太先生

　サルコペニアは加齢、運動や栄養
の不足、病気によって起こります。
予防するためには、栄養と適度な運
動で筋肉量を維持することが必要で、
実際に運動の指導も行いました。
高齢者の運動目標　【健康増進法に策定された「健康日本 21」より】
　次のいずれかに取り組もう！
◦１日 10分以上のストレッチングや体操
◦１日 20分程度の散歩やウォーキング
◦１週間に２回程度の下肢・体幹の筋力トレーニング
◦１週間に３回程度のレクリエーション活動や軽スポーツ

第２回「腰痛について」
理学療法士・星出達郎先生

第４回「筋肉を維持する食事」
管理栄養士・福澤純子先生

第４回「口の機能を維持しよう」
歯科衛生士・岩村昌子さん
　　　　　　根本智里さん
（市高齢福祉課・嘱託員）

第３回「嚥下（飲み込む力）
を維持するには」

言語聴覚士・島田拓哉先生

　地域づくり総務大臣賞の受賞歴がある自治会の方をお迎えして、活動内容の講演や当市の住民主体（支え
合い・助け合い）活動の事例発表をしていただきます。安心して暮らすための地域づくりについて、一緒に
考えてみませんか。ぜひご来場ください。

●日時：２月 17日（土）午後１時 30分～４時	 ●場所：文化会館・小ホール
●定員：200人
●内容：①講演「阿見町筑見区自治会の取り組みについて」筑見区自治会・中川純一会長
②龍ケ崎市内にある住民主体（支え合い、助け合い）活動の事例発表
　川原代おたすけ隊／城ノ内ボランティアセンター／はっぴー・あしすと（長山）

地域包括支援センターは、高齢者の皆さんの健康や生活上の不安、介護に関することなど、本人・家
族からの相談・支援を行っています。

第１回
10 月６日

入場無料予約不要

いつも身近に！地域包括支援センターです。
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運
転
免
許
証
を
返
納

　
　

コ
ミ
バ
ス

稲敷エリア
広域バス

実証運行中！

　茨城県と稲敷地域５市町村（龍ケ崎市・牛久市・稲敷市・阿見町・美浦村）では、
地域を縦横に結ぶ稲敷エリア広域バスを実証運行しています。平成 29年 11月１日
からは、一部ルートの変更・延伸やバス停を増設して運行しています。通勤や通院、
買い物などにぜひご利用ください！

　奥野生涯学習センターから「江戸崎・牛久ルート」へ、あみアウトレットから「江戸崎・阿見ルー
ト」へ乗り換え可能です。

*報徳バス停（ひとつ前のバス停）に停車

美浦・龍ケ崎ルートの変更点
◦バス停の増設（竜ヶ崎第二高校／緑町／城ノ内１丁目
／龍ヶ岡公園／みほふれ愛プラザ）

◦バス停増設などに伴うダイヤ調整

　そのほか、通勤・通学に便利な定期券や、
運行地域の商業施設などで受けられる特典制
度などもあります。運行ルートや時刻表の詳
細は、市公式ホームページをご覧ください。

みほふれ
愛プラザ

あみアウ
トレット

奥野生涯学
習センター

済生会
病院 竜ヶ崎駅

6:49 7:00* 7:10 7:20 7:44
9:34 9:50 10:00 10:10 10:34
13:24 13:40 13:50 14:00 14:24
16:29 16:45 16:55 17:05 17:29

竜ヶ崎駅 済生会
病院

奥野生涯学
習センター

あみアウ
トレット

みほふれ
愛プラザ

8:05 8:22 8:40 8:50 9:10
10:50 11:07 11:20 11:30 11:50
14:40 14:57 15:10 15:20 15:40
17:50 18:07 18:20 18:30 18:50

美
浦
・
龍
ケ
崎
ル
ー
ト

時
刻
表
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業
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さ
い

　

市
で
は
、
高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
防
止
対
策
と
運
転
免
許
返
納
後
の
移
動
手
段
の
確

保
と
し
て
、「
高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

どんな制度？

どうやって申請するの？

　満 70 歳以上の龍ケ崎市民で、平成 23 年 11 月
１日以降に運転免許の全部を返納した方に、龍ケ
崎市コミュニティバス（循環ルート・ABCDEルー
ト）共通の無料乗車券をプレゼント！
　支援は１人１回限りで、有効期間は支援決定日から１年間です。

　運転免許を返納すると「申請による運
転免許の取消通知書」が交付されます。

　支援決定通知書と無料乗車券を
お渡しします。コミュニティバス
利用時は無料乗車券をバス運転士
に提示してご乗車ください。

②
「申請による運転免許の
取消通知書」を持参し、
交通防犯課で手続き

③
無料乗車券を
即日交付！

　「申請による運転免許の取消通知書」を
持参し、市役所・交通防犯課窓口で「高
齢者運転免許自主返納支援事業申請書」
に必要事項を記載して申請。
　申請書は交通防犯課窓口・竜ケ崎警察
署で配布しています。

祝

！
運転卒

業

①
警察署などに
運転免許を返納

70 歳以上
対象

運転免許証を返納すると、コミバスが１年間無料になります！／稲敷エリア広域バス実証運行中！
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■問い合わせ：市民協働課市民協働推進グループ☎内線 438

まちづくりポイント制度ポイントシール
対象活動の申請受付を開始します

　「自分たちの活動に多くの人を集めたい！」「新しいメンバーを増やしたい！」と考えている市民団体の皆
さん、ぜひ、まちづくりポイント制度の対象活動にご応募ください。

　市民の皆さんに今まで以上に地域や行政に興味や関心を持ってもらい、市民活動への
理解や参加を促進することを目的として、平成 26年１月からスタートした制度です。
　市が指定する市民活動への参加１回につき、ポイントシールを１枚配布します。ポイ
ントシールは専用のポイント手帳に貼りためると、下記のメニューと交換することがで
きます。

まちづくりポイント制度とは？

●まちづくりポイント制度の「市が指定する市民活動」とは？

①市が関わる活動（主に各種講座や講演会など）
②市民団体（住民自治組織、中核的な地域コミュニティ、NPO 法人、ボランティア団体など）が主催する活動

　市民団体が主催する活動は、募集期間中に申請する必要があります。活動内容などを市で審査し、
まちづくりポイント制度の対象活動として決定します。

●応募できる活動・応募方法

▶活動期間：４月～平成 31年３月
▶活動内容：市内で実施するさまざまな分野の活動で、営利・政治・宗教を目的としない無償の活動
例）公園清掃などの環境美化活動、高齢者の居場所づくり活動、子どもの居場所づくり活動など。
　　ただし、住民自治組織や中核的な地域コミュニティが行う活動は、環境美化・防災・防犯分野の活動のみが対象です

▶応募できる団体：上記の活動を主な目的として活動する住民自治組織、中核的な地域コミュニティ、ボラ
ンティア団体、NPO法人など

▶募集期間：１月 22日（月）～２月 16日（金）／審査後、３月中に決定
▶応募方法：所定の申請用紙（市民協働課・市民活動センター・各コミュニティセンターに設置／市公式ホー
ムページからダウンロード可）に必要事項を記入し、窓口へ持参

制度を一部変更します！平成 30年度から

◦主催者が参加者等へ配布するポイントシールについて
同一主催者による年間 20 回以上実施される同一活動は、

年度において 20回分までを交付対象とする
同一活動に参加した場合、１人 20 枚まで

◦市内一斉清掃の取り扱い
平成 27年～ 29年度の期間限定で交付対象としていた
今後も引き続きポイントシールの交付対象とする

①まいりゅうポイント満点カード ②観光物産センターでの買い物
③豊作村での買い物（花・野菜苗など） ④湯ったり館の入館券
⑤日曜朝市（毎月第３日曜日）の野菜セット引換券 ⑥コミュニティバスの回数券
⑦たつのこアリーナの使用券 ⑧まちづくりポイント制度オリジナルグッズ

⑨まいりゅうグッズ
　ランチバッグ・ボールペン・缶バッジセット

⑩あこがれ体験
　◦一日駅長体験（関東鉄道竜ヶ崎線）
　◦芸術家体験（ステンドグラス工房「達風」）

⑪登録された市民団体へ寄付　寄付されたポイントシールを市が奨励金として市民団体へ交付します

交
換
メ
ニ
ュ
ー

平成30年度分

申請受付について

変更前

変更前

変更後

変更後

＼ためっぺ！／

平成 30年度分まちづくりポイント制度ポイントシール対象活動の申請受付を開始します
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不動産公売を
行いました

■問い合わせ：納税課特別対策グループ☎内線 212

　市税や国民健康保険税の滞納のため差し
押さえていた不動産の公売を行い、売却代
金を未納の税に充当しました。

公売とは
　法律の規定に基づき、公の機関によっ
て強制的に行われる売買のことです。

売却区分番号 所在地 公売物件 地目 地積 見積価格 落札価額

29-5 羽原町字橋ノ下 2162 番 土地 田 5,875 ㎡ 2,010,000 円 2,010,000 円

29-6
羽原町字橋ノ上 2354 番

土地
田 1,720 ㎡

1,010,000 円 1,010,000 円
羽原町字橋ノ上 2355 番 田 2,019 ㎡

29-7 城ノ内二丁目 17番 8 土地 宅地 182.71 ㎡ 3,410,000 円 中止

開札結果

　今後も滞納額の縮減と税の公平性の確保のため、再三の納税催告にも応じない市税滞納者に対し、不
動産や動産などを差し押さえ、公売による滞納処分を行っていきます。

龍
ケ
崎
市
長
選
挙

■
問
い
合
わ
せ
：
龍
ケ
崎
市
選
挙
管
理
委
員
会
☎
内
線
３
４
３

　

任
期
満
了
に
伴
う
龍
ケ
崎
市
長
選
挙
が
昨
年
12
月
24
日

（
日
）
に
行
わ
れ
、
現
職
の
中
山
一
生
氏
が
再
選
し
ま
し
た
。

　

選
挙
当
日
の
有
権
者
数
は
６
万
４
２
９
７
人
、
投
票
数

２
万
１
０
１
９
人
、
投
票
率
は
32
・
69
％
で
し
た
。

■龍ケ崎市長選挙開票結果
（午後 10時 10 分確定）

候補者名 投票者数

当選 中山一生（無所属） 16,281

ふじき妙子（無所属） 4,376

合計 21,019

うち無効 362

　

当
日
投
票
は
、
市
内
25
カ
所
の
投
票
所

で
午
前
７
時
～
午
後
８
時
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
開
票
は
午
後
９
時
か
ら
た
つ
の
こ
ア

リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
、
午
後
10
時
10
分
に
確
定
。

１
万
６
２
８
１
票
を
獲
得
し
た
中
山
氏
が
当

選
し
ま
し
た
。
中
山
氏
の
市
長
職
は
３
期
目

と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
で
の
期
日
前
投
票
は

５
２
９
９
人
、
不
在
者
投
票
は
89
人
で
し
た
。

　

当
日
の
各
投
票
所
の
投
票
状
況
な
ど
は
、

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
選
挙
管
理
委
員
会

（http://w
w
w
.city.ryugasaki.ibaraki.jp/

senkyokanriiinkai/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

不動産公売を行いました／龍ケ崎市長選挙　中山一生氏が再選
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●
児
童
虐
待
に
気
づ
い
た
ら
す
ぐ
通
報
：
市
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
０
９
０
‐
４
８
１
６
‐
５
９
５
６
／
い
ば
ら
き
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
０
２
９
‐
３
２
２
‐
０
２
９
３

龍
ヶ
岡
地
区
地
区
計
画
変

更
原
案
の
縦
覧

　

市
条
例
に
基
づ
き
、
変
更
原
案

の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
建
築
基
準

法
の
改
正
に
伴
い
文
言
の
整
理
な

ど
を
行
う
も
の
で
、
制
限
内
容
な

ど
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
意

見
の
あ
る
方
は
２
月
６
日
（
火
）

～
13
日
（
火
）
に
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
：
１
月
22
日
（
月
）

～
２
月
５
日
（
月
）
／
土
日
祝
日

を
除
く
▼
縦
覧
場
所
：
市
役
所
４

階
・
都
市
計
画
課
▼
問
：
都
市
計

画
課
都
市
計
画
グ
ル
ー
プ
☎
内
線

４
６
１

２
月
の
会
議
開
催

　

詳
し
い
日
時
や
開
催
場
所
、
議

題
ご
と
の
公
開
・
非
公
開
の
別
な

ど
は
、
会
議
開
催
の
７
日
前
ま
で

に
市
役
所
本
庁
舎
や
各
出
張
所
・

各
コ
掲
示
板
と
市
公
式
Ｈ
Ｐ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
第
４
回
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
審

議
会
▼
日
程
：
２
月
２
日
（
金
）

▼
担
当
課
：
ス
ポ
ー
ツ
・
国
体
推

進
課
☎
内
線
４
７
３

●
第
２
回
青
少
年
セ
ン
タ
ー
運
営

協
議
会
▼
日
程
：
２
月
７
日（
水
）

▼
担
当
課
：
生
涯
学
習
課
☎
内
線

２
３
２

●
第
３
回
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審

議
会
▼
日
程
：
２
月
13
日
（
火
）

▼
担
当
課
：
環
境
対
策
課
☎
内
線

４
２
５

●
平
成
30
年
第
１
回
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
審
査
会
▼
日
程
：

２
月
20
日
（
火
）
▼
担
当
課
：
情

報
政
策
課
☎
内
線
３
８
３

●
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
▼
日

程
：
未
定
▼
担
当
課
：
企
画
課
☎

内
線
３
６
１

●
第
７
回
市
民
協
働
推
進
委
員
会

▼
日
程
：
未
定
▼
担
当
課
：
市
民

協
働
課
☎
内
線
４
３
７

▼
問
：
情
報
政
策
課
情
報
化
推
進

グ
ル
ー
プ
☎
内
線
３
８
４

就
学
援
助（
入
学
準
備
金
）

の
入
学
前
支
給
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
４
月
に
市
内
小
中
学

校
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
の
保
護

者
で
、
就
学
援
助
の
要
件
に
該
当

す
る
方
に
入
学
準
備
金
を
３
月
に

支
給
し
ま
す
。
詳
細
は
入
学
通
知

書
に
同
封
し
た
案
内
、
ま
た
は
市

公
式
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
：
教
育
総
務
課
学
務
グ
ル
ー

プ
☎
内
線
２
９
３

ひ
と
り
親
家
庭
の
平
成
30
年

度
小
学
校
新
入
学
児
童
に
入

学
祝
い
品
を
差
し
あ
げ
ま
す

　

茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
（
母
子
家

庭
／
父
子
家
庭
）
の
お
子
さ
ん
に

入
学
祝
い
品
（
学
用
品
）
を
お
渡

し
し
て
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法
：
１
月
31
日

（
水
）
ま
で
に
窓
口
か
電
話
で
申

し
込
み
▼
注
意
事
項
：
申
し
込
み

が
な
い
場
合
は
、
祝
い
品
を
受
け

取
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
▼
■申
：
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援

グ
ル
ー
プ
☎
内
線
２
７
３
▼
問
：

茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
☎

０
２
９
‐
２
２
１
‐
７
５
０
５

牛
久
沼
周
辺
地
域
で
野
焼

き
を
実
施
し
ま
す

　

害
虫
駆
除
を
目
的
と
す
る
大
規

模
な
野
焼
き
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

風
向
き
に
よ
り
燃
え
殻
な
ど
が
飛

散
し
て
、
屋
外
の
洗
濯
物
な
ど
を

汚
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。実
施
の
有
無
は
、

当
日
の
防
災
無
線
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▼
日
時
：
１
月
28
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時
／
予
備
日
＝
２

月
４
日
・
11
日
（
日
）
午
前
10
時

～
午
後
３
時
※
い
ず
れ
も
実
施
で

き
な
い
場
合
は
中
止
▼
場
所
：
牛

久
沼
周
辺
地
域
▼
問
：
環
境
対
策

課
環
境
保
全
グ
ル
ー
プ
☎
内
線

４
２
２

市
下
水
道
工
事
指
定
店
の

登
録
手
続
き

　

下
水
道
工
事
指
定
店
の
新
規
登

録
の
申
請
を
２
月
１
日
（
木
）
か

ら
受
け
付
け
ま
す
。
詳
細
は
市
公

式
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
：
下
水
道
課
排
水
保
全
グ

ル
ー
プ
☎
内
線
４
５
７

龍
ケ
崎
市
国
際
交
流
協
会

各
国
紹
介
「
米
国
ワ
シ
ン

ト
ンD

.C
.

」

　

市
内
在
住
の
米
国
出
身
者
か
ら

米
国
、特
に
ワ
シ
ン
ト
ンD

.C
.

を

紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。
テ
ィ
ー
タ

イ
ム
に
は
皆
さ
ん
で
交
流
し
ま

し
ょ
う
。
英
語
が
話
せ
な
く
て
も

大
丈
夫
で
す
。

▼
日
時
：
１
月
28
日
（
日
）
午
前

10
時
～
正
午
▼
場
所
：
龍
ケ
崎
西

コ
▼
料
金
：
１
人
５
０
０
円
▼
申

し
込
み
方
法
：
１
月
19
日
（
金
）

か
ら
電
話
で
申
し
込
み
▼
■申
・

問
：
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
企
画
課
内
）
☎
内
線
３
６
３

　今後の公共施設のあり方を考える市民
フォーラムを開催します。山重慎二教授（一

橋大学経済学研究科および国際・公共政策研究
部）を講師に迎え、学校を中心とする地域の将
来ビジョンを描くことについて考えていきます。
ぜひご参加ください。
▶日時：２月 10日（土）午後２時～３時 30分
▶場所：文化会館・小ホール
▶定員：先着 200人
▶申し込み方法：電話・ファクス・Ｅメールで
申し込み
▶■申・問：資産管理課再生戦略グループ
　　　　　☎内線 473 60-1588
　　　　　E＝ shisan@city.ryugasaki.lg.jp

●
凡
例
：

＝
申
し
込
み
先　

問
＝
問
い
合
わ
せ
先　

＝
フ
ァ
ク
ス　

E
＝
Ｅ
メ
ー
ル　

U
＝
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

コ
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

Ｈ
Ｐ
＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

＊
市
役
所
代
表
番
号
☎
64
‐
１
１
１
１
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●
Ｄ
Ｖ
の
ご
相
談
は
：
県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
（
婦
人
相
談
室
）
☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
４
１
６
６

リ
サ
イ
ク
ル
ブ
ッ
ク

　

図
書
館
で
使
わ
な
く
な
っ
た
図

書
を
市
民
の
方
に
無
料
で
お
分
け

し
ま
す
。
冊
数
制
限
な
し
・
無
料
。

持
ち
帰
り
用
の
袋
を
持
参
。

▼
日
時
：
１
月
27
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
３
時
／
本
が
無

く
な
り
次
第
終
了
▼
場
所
：
中
央

図
書
館
・
２
階
鑑
賞
室
▼
問
：
中

央
図
書
館
☎
64
‐
２
２
０
２

龍
ケ
崎
市
読
書
会
連
合
会
結
成

40
周
年
記
念
講
演
会

辻
村
深
月
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

「
読
む
こ
と
、
書
く
こ
と

の
幸
せ
」

　

記
念
式
典
と
直
木
賞
作
家
・
辻

村
深
月
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
。

入
場
無
料
。

▼
日
時
：
２
月
18
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
開
演
▼
場
所
：
文
化
会

館
・
小
ホ
ー
ル
▼
定
員
：
当
日
先

着
１
５
０
人
▼
問
：
中
央
図
書
館

☎
64
‐
２
２
０
２

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

牛
山
純
一
の
世
界

　

当
市
に
縁
の
深
い
世
界
的
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ス
ト
、
故
・
牛
山

純
一
さ
ん
の
作
品
を
上
映
し
ま

す
。
予
約
不
要
・
無
料
。

▼
日
時
：
１
月
28
日
（
日
）
午
後

２
時
か
ら
▼
場
所
：
中
央
図
書

館
・
鑑
賞
室
▼
上
映
作
品
：
『
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
知
ら
れ

ざ
る
世
界
』「
顕
微
鏡
で
探
る
秋

田
美
人　

日
本
一
の
美
肌
の
謎
／

女
性
の
美
を
科
学
す
る　

美
女
大

量
生
産
時
代
が
き
た
」
50
分
▼
定

員
：
30
人
▼
問
：
中
央
図
書
館
☎

64
‐
２
２
０
２

歴
史
民
俗
資
料
館

●
収
蔵
品
展
「
昔
の
台
所
用
品
と

食
べ
る
道
具
」

▼
日
時
：
３
月
31
日
（
土
）
ま
で

午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
れ
き
み
ん
シ
ア
タ
ー

　

親
子
で
「
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な

し
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
予

約
不
要
で
入
場
無
料
で
す
。

▼
上
映
日
・
内
容
：
１
月
20
日（
土
）

「
座
敷
わ
ら
し
・
三
枚
の
お
札
・
芋

ほ
り
長
者
・
宝
の
下
駄
」
／
27
日

（
土
）「
子
好
き
地
蔵
さ
ま
・
蛙
に

な
っ
た
ぼ
た
餅
・
あ
ず
き
と
ぎ
・

し
ょ
じ
ょ
寺
の
狸
は
や
し
」
／
２

月
３
日
（
土
）「
安
珍
清
姫
・
お
ん

ぶ
狐
・
子
育
て
幽
霊
・
す
き
ま
地
蔵
」

▼
上
映
時
間
：
午
前
11
時
～
正
午

●
お
手
玉
教
室

　

資
料
館
の
畑
で
実
っ
た
数
珠
玉

を
使
っ
て
、お
手
玉
を
作
り
ま
す
。

▼
日
時
：
２
月
12
日
（
月
・
祝
）

午
前
９
時
30
分
～
正
午
▼
対
象
：

小
学
４
年
生
以
上
／
大
人
も
歓
迎

▼
定
員
：
先
着
16
人
▼
料
金
：

２
０
０
円
▼
申
し
込
み
方
法
：
１

月
19
日
（
金
）
午
前
10
時
か
ら
電

話
受
付

共
通
事
項
＝
▼
場
所
・
■申
・
問
：
歴

史
民
俗
資
料
館
☎
64
‐
６
２
２
７

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
主
催

星
空
観
察
会

　

大
型
天
体
望
遠
鏡
を
使
っ
て
、

冬
の
夜
空
に
輝
く
「
オ
リ
オ
ン
大

星
雲
」
や
「
月
の
ク
レ
ー
タ
ー
」

な
ど
を
観
察
し
ま
す
。

▼
日
時
：
１
月
27
日
（
土
）
午
後

５
時
30
分
～
７
時
30
分
▼
場
所
：

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
・
駐
車
場
▼

料
金
：
３
０
０
円
▼
持
ち
物
：
懐

中
電
灯
▼
申
し
込
み
方
法
：
電

話
で
申
し
込
み
▼
そ
の
他
：
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
▼
■申
・

問
：
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
☎
63
‐

０
０
３
０

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
主
催

牛
久
自
然
観
察
の
森
出
張

イ
ベ
ン
ト

　

事
前
申
込
不
要
。

●
冬
を
越
す
生
き
物
た
ち
の
お
は

な
し
：
身
近
な
里
山
に
す
む
生
き

物
た
ち
の
冬
の
過
ご
し
方
を
楽
し

く
紹
介
し
ま
す
。
午
前
11
時
か
ら

30
分
程
度

●
木
育
ひ
ろ
ば
：
カ
プ
ラ
の
積
み

木
タ
ワ
ー
や
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
自

由
に
遊
べ
ま
す

●
Ａ
‐
Ｚ
Ｏ
Ｏ
さ
ん
の
木
工
雑
貨

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
葉
っ
ぱ
の
ブ

ロ
ー
チ
作
り
」
：
ち
ょ
こ
っ
と
身

に
着
け
る
の
に
か
わ
い
い
葉
っ
ぱ

の
ブ
ロ
ー
チ
を
い
ろ
ん
な
色
の
糸

を
使
っ
て
作
り
ま
す
。
材
料
費

３
０
０
円

共
通
事
項
＝
▼
日
時
：
１
月
28
日

（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時
▼

対
象
：
幼
児
～
小
学
生
と
保
護
者

▼
場
所
・
問
：
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

☎
64
‐
０
０
３
６
（
水
曜
休
館
）

馴
柴
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

ま
つ
り
・
な
れ
し
ば
２
０
１
８

　

子
ど
も
餅
つ
き
、ち
ゃ
ん
こ
鍋
、

ス
ポ
ー
ツ
ゲ
ー
ム
体
験
、
佐
貫
商

店
会
の
食
品
販
売
、
豪
華
賞
品
の

　使わなくなった農業用プラスチック（農ビ・農ポ
リなど）の回収を行います。農業用プラスチックは、
野焼きや簡易ドラム缶などでの焼却、山林・河川な
どへの不法投棄は法律により禁止されています。詳
細はお問い合わせください。
▶日時：１月 23日（火）午前９時～ 11時予定
▶場所：竜ケ崎農協本店　　▶持ち物：印鑑
▶料金：登録料 1,000 円（当日徴収）※７月に登録
済みの方は必要ありません／①農ビ処理費＝１㎏
あたり５円／②農ポリ処理費＝１㎏当たり 20円
▶回収方法：農業用塩化ビニール＝ハウス・トンネ
ル被覆フィルムは、１m程度の長さにつづら状に
折り畳み、２カ所を同素材のひもで結束する／農業
用ポリエチレン＝①ハウス・トンネル被覆フィルム
は、１m程度の長さにつづら状に折り畳み、２カ
所を同素材のひもで結束する／②マルチ用フィル
ムは、くいなどを利用して８の字に巻き取り、ポリ
ひもで２カ所を結束する。破れのひどいものや端切
は透明ポリ袋に詰め、口をポリひもで結束する／③
肥料空袋は折り畳んで重ね、ポリひもで結束する／
④その他ポリエチレン資材は、運搬に支障がない荷
姿にまとめ、ポリひもで結束する
▶注意事項：色つき・日焼けによる変色、異物の混入、
泥やほこりの着いているものは回収できません
▶適正な荷姿の厳守：種類ごとに重さ 10 ㎏程度の
運搬がしやすい量を梱包し、１梱包ごとに排出農
家の氏名または登録番号、重量を記載するなど、
使用済プラスチックの所有者を明確にすること

農業用廃プラスチックを
回収します

▶問：農業政策課農業戦略グループ☎内線 432
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●
児
童
虐
待
に
気
づ
い
た
ら
す
ぐ
通
報
：
市
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
０
９
０
‐
４
８
１
６
‐
５
９
５
６
／
い
ば
ら
き
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
０
２
９
‐
３
２
２
‐
０
２
９
３

●
　
　
＝
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
対
象
活
動
。
参
加
者
に
は
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
シ
ー
ル
を
差
し
上
げ
ま
す
！

当
た
る
大
抽
選
会
な
ど
。

▼
日
時
：
２
月
４
日
（
日
）
午

前
10
時
～
午
後
２
時
▼
場
所
：

馴
柴
小
校
庭
／
雨
天
時
は
体
育

館
で
実
施
▼
問
：
馴
柴
コ
☎
66
‐

７
２
１
４

長
山
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

第
19
回
歌
声
喫
茶

　

一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
？　

リ

ク
エ
ス
ト
曲
２
５
０
曲
用
意
し
て

い
ま
す
。
歌
詞
は
ス
ク
リ
ー
ン
に

表
示
し
ま
す
。

▼
日
時
：
２
月
25
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
～
４
時
30
分
▼
定
員
：

先
着
50
人
▼
料
金
：
３
０
０
円
▼

申
し
込
み
方
法
：
窓
口
で
申
し
込

み
。
地
区
内
の
方
優
先
。
受
付
開

始
は
、
地
区
内
の
方
＝
２
月
１
日

（
木
）
午
前
９
時
か
ら
／
地
区
外

の
方
＝
２
月
６
日
（
火
）
午
前
９

時
か
ら
▼
場
所
・
■申
・
問
：
長
山

コ
☎
66
‐
７
２
８
５

平
成
29
年
度
文
化
講
演
会

２
０
１
８
日
本
の
政
治
の
展
望

　

Ｔ
Ｂ
Ｓ
「
あ
さ
ち
ゃ
ん
！
」「
は

や
ド
キ
！
」
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

で
お
な
じ
み
の
流
通
経
済
大
学
ス

ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
・
龍
崎
孝
教

授
に
よ
る
講
演
会
。
無
料
。

▼
日
時
：
１
月
26
日
（
金
）
午
後

６
時
～
７
時
30
分
▼
場
所
：
文
化

会
館
・
小
ホ
ー
ル
▼
定
員
：
先
着

１
５
０
人
▼
問
：
市
商
工
会
☎
62

‐
１
４
４
４

歯
周
病
は
生
活
習
慣
病
！

歯
周
病
と
病
気
の
関
係
教
え
ま
す

　

10
人
に
８
人
は
歯
周
病
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
歯
周
病
は
日
常
の

習
慣
と
関
係
の
深
い
「
生
活
習
慣

病
」
で
、
は
じ
め
は
自
覚
症
状
も

ほ
と
ん
ど
な
く
、
原
因
と
な
る
生

活
習
慣
を
改
め
る
機
会
も
な
い
ま

ま
悪
化
し
が
ち
で
す
。
重
症
化
す

る
と
治
療
が
難
し
く
歯
が
抜
け
て

し
ま
い
ま
す
。
今
回
は
、
歯
科
医

師
か
ら
歯
周
病
と
生
活
習
慣
病
を

中
心
に
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。
予

約
不
要
・
無
料
。
先
着
80
人
に
歯

み
が
き
セ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

▼
日
時
：
２
月
１
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
▼
場
所
：
保
健

セ
ン
タ
ー
▼
講
師
：
け
や
き
歯
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
河
合
竜
志
先

生
▼
問
：
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
64
‐

１
０
３
９

食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ

る
料
理
講
習
会

　

旬
の
素
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所
：
２
月
15
日（
木
）・

城
ノ
内
コ
／
22
日
（
木
）・
龍
ケ

崎
西
コ
／
23
日
（
金
）・
八
原
コ

／
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
１

時
▼
対
象
：
市
内
在
住
の
方
▼

定
員
：
先
着
各
９
人
▼
料
金
：

２
５
０
円
▼
持
ち
物
：
エ
プ
ロ

ン
・
三
角
巾
・
筆
記
用
具
▼
メ

ニ
ュ
ー
：
白
菜
入
り
焼
き
餃
子
・

も
や
し
の
ナ
ム
ル
・
中
華
ス
ー
プ

▼
申
し
込
み
方
法
：
１
月
19
日

（
金
）
か
ら
電
話
か
窓
口
で
申
し

込
み
▼
■申
・
問
：
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
64
‐
１
０
３
９

市
民
救
命
講
習
会

　

大
切
な
命
を
救
う
た
め

に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法

な
ど
の
救
命
法
を
学
び
ま
す
。
無

料
。

▼
日
時
：
２
月
24
日
（
土
）・
25
日

（
日
）
午
前
９
時
～
正
午
▼
場
所
：

龍
ケ
崎
消
防
署
・
２
階
会
議
室
▼

対
象
：
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

（
中
学
生
以
上
）
の
方
▼
定
員
：

先
着
各
25
人
▼
持
ち
物
：
屋
内
用

靴
・
動
き
や
す
い
服
装
（
ス
カ
ー

ト
不
可
）
▼
申
し
込
み
方
法
：
１

月
26
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
か
Ｅ

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
※
Ｅ
メ
ー
ル

に
は
氏
名
（
よ
み
が
な
）・
住
所
・

電
話
番
号
を
明
記
▼
■申
・
問
：
危

機
管
理
課
危
機
管
理
政
策
グ
ル
ー

プ
☎
内
線
３
５
２
E
＝kiki@

city.ryugasaki.ibaraki.jp
（
公
財
）
龍
ケ
崎
市
ま
ち
づ
く

り
・
文
化
財
団
主
催

子
ど
も
に
も
つ
く
れ
る
♪

デ
コ
巻
き
寿
司
教
室

　

今
回
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
企

画
「
ハ
ー
ト
く
ま
」「
う
さ
ぎ
」

の
デ
コ
巻
き
寿
司
で
す
。
大
人
だ

け
の
参
加
も
歓
迎
！

▼
日
時
：
①
１
月
28
日
（
日
）
②

２
月
11
日
（
日
）
い
ず
れ
も
午
前

10
時
～
午
後
０
時
30
分
▼
場
所
：

農
業
公
園
「
豊
作
村
」・
調
理
室

▼
講
師
：
㈲
横
田
農
場
▼
定
員
：

先
着
６
組
▼
料
金
：
２
０
０
０
円

▼
持
ち
物
：
エ
プ
ロ
ン
・
ハ
ン
ド

タ
オ
ル
・
筆
記
用
具
・
持
ち
帰
り

容
器
（
タ
ッ
パ
ー
な
ど
）
▼
申

し
込
み
方
法
：
１
月
19
日
（
金
）

午
前
９
時
か
ら
電
話
受
付
▼
■申
・

問
：
農
業
公
園
「
豊
作
村
」
☎
60

‐
１
７
２
０
（
月
曜
休
館
）

久
保
台
小
学
校
区
わ
く
わ
く
協
議
会

終
活
講
座　

今
か
ら
考
え

る
「
悔
い
の
な
い
人
生
の

過
ご
し
方
」

▼
日
時
：
２
月
３
日
（
土
）
午
前

10
時
～
正
午
▼
定
員
：
先
着
50
人

程
度
▼
申
し
込
み
方
法
：
地
区

内
・
地
区
外
と
も
に
１
月
31
日

（
水
）
ま
で
に
窓
口
で
申
し
込
み

▼
場
所
・
問
：
久
保
台
コ
☎
65
‐

４
７
８
８

馴
馬
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

世
界
に
一
つ
の
シ
ュ
ー
ズ

作
り
教
室

　

入
園
用
な
ど
に
デ
コ
パ
ー

ジ
ュ
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
シ
ュ
ー
ズ
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？　

大
人
用
も
作
れ
ま
す
。

シ
ュ
ー
ズ
は
各
自
持
参
。

▼
日
時
：
２
月
25
日
（
日
）
午
前

10
時
～
正
午
▼
定
員
：
20
人
▼
料

金
：
１
５
０
０
円
▼
申
し
込
み
方

法
：
料
金
を
添
え
て
窓
口
で
申
し

込
み
。
受
付
期
間
は
、
地
区
内
の

方
＝
２
月
３
日（
土
）～
16
日（
金
）

／
地
区
外
の
方
＝
２
月
10
日（
土
）

～
16
日
（
金
）
▼
場
所
・
問
：
馴

馬
台
コ
☎
65
‐
４
０
４
０

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
龍
ケ
崎

マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
の
就

職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

子
育
て
中
の
方
・
子
育
て
が
一

段
落
し
た
方
・
将
来
的
に
育
児
と

仕
事
を
両
立
し
た
い
方
対
象
。
参

加
無
料
。

▼
日
時
：
２
月
２
日
・
16
日
、
３

月
９
日
・
23
日
（
金
）
い
ず
れ
も

午
前
10
時
30
分
～
正
午
▼
場
所
：

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
龍
ケ
崎
・
２
階
会

議
室
▼
定
員
：
先
着
20
人
▼
申
し

込
み
方
法
：
各
開
催
日
の
前
日
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
み
▼
■申
・
問

：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
龍
ケ
崎
・

マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
☎
60
‐

２
７
２
７
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●
Ｄ
Ｖ
の
ご
相
談
は
：
県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
（
婦
人
相
談
室
）
☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
４
１
６
６

平
成
30
年
度
高
校
生
を
対

象
と
す
る
奨
学
生
募
集

　

家
庭
の
経
済
的
理
由
で
高
等
学

校
（
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
含

む
）・
高
等
専
門
学
校
に
進
学
・
修

学
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
を
対
象

に
、
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間
：
１
月
15
日
（
月
）

～
３
月
９
日
（
金
）
▼
対
象
：
次

の
要
件
を
全
て
満
た
す
方
①
申
請

者
（
保
護
者
）
お
よ
び
生
徒
が
、

申
請
日
以
前
に
１
年
以
上
引
き
続

き
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
高

等
学
校
な
ど
の
修
業
期
間
中
も
引

き
続
き
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

／
②
経
済
的
理
由
で
高
等
学
校
な

ど
に
進
学
・
修
学
す
る
こ
と
が
困

難
／
③
学
力
優
秀
（
主
要
５
教
科

の
平
均
評
価
が
お
お
む
ね
３
・
０

以
上
）
で
品
行
方
正
／
④
国
・
県

そ
の
他
の
団
体
か
ら
奨
学
金
な
ど

の
貸
与
ま
た
は
支
給
を
受
け
て
い

な
い
／
⑤
申
請
者
（
保
護
者
）
は

申
請
時
に
お
い
て
各
種
税
金
に
滞

納
が
な
い
▼
定
員
：
10
人
程
度
▼

支
給
額
：
月
額
１
万
円
／
原
則
、

返
還
の
必
要
な
し
▼
申
し
込
み

方
法
：
窓
口
で
申
し
込
み
▼
■申
・

問
：
教
育
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

☎
内
線
２
９
０

日
帰
り
湯
っ
た
り
館

湯
っ
た
り
館
へ
行
こ
う
！

　

大
き
な
お
風
呂
に
浸
か
り
、
食

事
や
農
業
公
園
の
散
策
な
ど
、
午

後
の
ひ
と
と
き
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

▼
日
程
：
３
月
23
日
（
金
）
▼
時

間
・
行
程
：
午
前
10
時
30
分
Ｊ
Ｒ

佐
貫
駅
東
口
・
観
光
物
産
セ
ン

タ
ー
前
出
発
→
午
前
11
時
～
午
後

３
時
湯
っ
た
り
館
滞
在
→
午
後
３

時
湯
っ
た
り
館
出
発
▼
交
通
手

段
：
湯
っ
た
り
館
の
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
▼
定
員
：
先
着
25
人
／
最
少

催
行
人
数
10
人
▼
料
金
：
５
１
０

円
▼
注
意
事
項
：
①
Ｊ
Ｒ
佐
貫
駅

東
口
と
湯
っ
た
り
館
以
外
で
の
乗

降
は
で
き
ま
せ
ん
／
②
湯
っ
た
り

館
内
へ
の
飲
食
物
の
持
ち
込
み
は

固
く
お
断
り
し
ま
す
／
③
時
間
厳

守
▼
申
し
込
み
方
法
：
１
月
19
日

（
金
）
午
前
10
時
か
ら
電
話
受
付

▼
■申
・
問
：
湯
っ
た
り
館
☎
60
‐

１
１
２
６

ド
ラ
ゴ
ン
ロ
ー
ド
再
生
モ

デ
ル
事
業

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
中
心
と
な
り
、
空
き

店
舗
の
再
生
・
再
活
用
で
市
街
地

の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
コ
ム
て
く
ロ
ー
ド
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
：
龍
ケ
崎
中
心
商
店
街
周
辺
散

策
。
１
月
28
日
（
日
）
午
前
９
時

30
分
・
市
役
所
正
面
玄
関
前
集
合
。

２
０
０
円

●
手
芸
館
：
樹
脂
粘
土
体
験
教

室
。
２
月
10
日
（
土
）
①
午
前
10

時
か
ら
／
②
午
後
１
時
30
分
か

ら
。
５
０
０
円

●
韓
国
語
教
室
：
１
月
開
講
予

定
。
初
心
者
対
象
・
見
学
歓
迎
。

毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
～
11
時
30

分
・
ド
ラ
ゴ
ン
ロ
ー
ド
龍
下
村
塾
。

無
料

●
実
践
講
座
：
プ
ロ
が
教
え
る
お

い
し
い
コ
ロ
ッ
ケ
の
作
り
方
。
２

月
10
日
（
土
）・
２
０
０
円
（
材

料
費
別
途
）

共
通
事
項
＝
▼
申
し
込
み
方
法
：

電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
▼

■申
・
問
：
ド
ラ
ゴ
ン
ロ
ー
ド
事
業

事
務
局
☎
85
‐
４
６
１
０
E
＝

info@
ryucom

house.lovepop.jp

竜
ヶ
崎
第
一
高
等
学
校
定
時
制

成
人
特
例
入
学
者
選
抜
の

受
験
生
募
集

▼
資
格
：
①
原
則
と
し
て
県
内
在

住
・
在
勤
の
方
／
②
中
学
校
ま
た

は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
を
卒
業

し
て
い
る
方
／
③
平
成
30
年
４
月

１
日
現
在
で
満
20
歳
以
上
の
方
／

④
高
等
学
校
普
通
科
を
卒
業
し
て

い
る
方
を
除
く
▼
募
集
学
科
・
定

員
：
普
通
科
・
40
人
▼
選
抜
方

法
：
学
力
検
査
な
し
。
調
査
書
・

面
接
・
作
文
な
ど
▼
申
し
込
み

方
法
：
同
校
で
配
布
し
て
い
る
願

書
お
よ
び
中
学
校
発
行
の
調
査
書

を
、２
月
９
日
（
金
）
～
14
日
（
水
）

に
提
出
。
試
験
日
は
３
月
６
日

（
火
）、
合
格
発
表
は
14
日
（
水
）

に
実
施
。
定
員
に
満
た
な
い
場
合

の
み
二
次
募
集
あ
り
▼
問
：
竜
ヶ

崎
第
一
高
等
学
校
定
時
制
（
椎
名
・

根
本
）
☎
62
‐
２
１
４
６
（
午
後

１
時
30
分
～
７
時
）

平
成
30
年
度
「
高
齢
者
は
つ
ら

つ
百
人
委
員
会
」
委
員
募
集

　

県
内
５
地
域
に
お
お
む
ね

１
０
０
人
の
委
員
会
を
そ
れ
ぞ
れ

設
置
し
、
高
齢
者
自
ら
健
康
・
生

き
が
い
づ
く
り
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
企
画
・
実
施
し
ま

す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
対
象
：
県
内
在
住
の
お
お
む
ね

60
歳
以
上
で
委
員
会
の
活
動
に
出

席
で
き
る
方
。
そ
の
他
条
件
あ
り

▼
任
期
：
４
月
～
平
成
32
年
３
月

末
▼
締
め
切
り
：
２
月
28
日（
水
）

／
募
集
定
員
に
達
し
次
第
、
締
め

切
り
▼
問
：
茨
城
わ
く
わ
く
セ
ン

タ
ー
（
県
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
０
２
９
‐
２
４
３
‐
８
９
８
９

／
県
長
寿
福
祉
課
☎
０
２
９
‐

３
０
１
‐
３
３
２
６

　龍ケ崎市観光物産協会では、龍ケ崎の有する観光
資源や物産品を各種イベントやマスコミなどを通し
て市内外へ広く紹介する観光アンバサダーを募集し
ます。
▶活動期間：２年間（４月１日～平成32年３月31日）
▶定員：２人
▶報酬：日当 10,000 円・半日 5,000 円／報奨金規
定あり
▶応募資格：年齢 18歳以上（平成 30年４月１日現
在）で龍ケ崎市近郊に在住の方／年間７日間以上
勤務できる方（主に土日祝日勤務）／明るく健康
的な方
▶申し込み方法：１月 31 日（水）までに所定の応
募用紙または市販の履歴書に必要事項を記入し、
全身・上半身写真（１人で撮影したもの）各１枚
を添付の上、窓口で申し込み

▶問：市観光物産協会事務局（商工観光課内）
☎ 60-1536
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●
児
童
虐
待
に
気
づ
い
た
ら
す
ぐ
通
報
：
市
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
０
９
０
‐
４
８
１
６
‐
５
９
５
６
／
い
ば
ら
き
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
０
２
９
‐
３
２
２
‐
０
２
９
３

茨
城
い
の
ち
の
電
話

相
談
員
募
集

　

い
の
ち
の
電
話
は
自
殺
予
防
を

目
的
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
す
。
電
話
と
い
う
手
段
で
対
話

し
、
悩
み
を
抱
え
る
方
の
支
え
に

な
っ
て
い
ま
す
。
研
修
あ
り
（
つ

く
ば
市
周
辺
）。
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間
：
２
月
１
日
（
木
）

～
５
月
７
日
（
月
）
▼
応
募
資

格
：
23
歳
以
上
で
「
い
の
ち
の
電

話
」
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
積
極
的

に
活
動
で
き
る
方
▼
定
員
：
40
人

程
度
▼
問
：
茨
城
い
の
ち
の
電

話
事
務
局
☎
０
２
９
‐
８
５
２

‐
８
５
０
５U

＝http://w
w
w
.

iid.or.jp/

人
権
相
談

　

人
権
侵
害
を
さ
れ
て
い
る
問
題

な
ど
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
当

日
会
場
で
申
し
込
み
。

▼
日
時
：
２
月
15
日
（
木
）
午
後

１
時
～
４
時
▼
場
所
：
市
役
所
附

属
棟
２
階
第
１
・
２
会
議
室
▼
相

談
員
：
人
権
擁
護
委
員
▼
問
：
市

民
窓
口
課
サ
ー
ビ
ス
調
整
グ
ル
ー

プ
☎
内
線
２
０
５

年
金
相
談

　

土
浦
年
金
事
務
所
で
は
毎
月
第

４
金
曜
日
に
年
金
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
事
前
予
約
制
で
、
１
カ

月
前
か
ら
受
け
付
け
で
き
ま
す
。

２
月
の
相
談
日
は
23
日
（
金
）
で

す
。
※
４
月
か
ら
相
談
場
所
を
社

会
福
祉
協
議
会
に
変
更
し
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い

▼
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所
：
市
商
工
会
（
ま
い
ん
２

階
）
▼
予
約
先
・
問
：
土
浦
年
金

事
務
所
お
客
様
相
談
室
☎
０
２
９

‐
８
２
５
‐
１
１
７
０
（
音
声
案

内
／
最
初
に
「
１
」
を
次
に
「
２
」

を
選
ん
で
く
だ
さ
い
）

龍
ケ
崎
地
方
家
族
会
（
ピ

ア
か
た
つ
む
り
）

　

家
族
の
中
に
精
神
障
が
い
の
当

事
者
を
持
つ
父
母
や
き
ょ
う
だ
い

が
集
ま
り
、
毎
月
１
回
「
家
族
を

支
え
る
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

家
族
や
親
族
だ
け
が
参
加
で
き
る

会
で
、
病
気
や
福
祉
制
度
に
つ
い

て
の
勉
強
や
、
安
心
し
て
悩
み
を

話
し
合
い
多
く
の
参
考
意
見
が
聞

け
る
場
で
す
。
事
前
の
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
：
２
月
３
日
・
３
月
３

日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分
▼
場
所
：
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
・
大
会
議
室
▼
問
：
長
瀬
☎

０
９
０
‐
５
４
２
５
‐
２
２
３
６

心
身
に
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
へ

自
動
車
税
減
免
申
請
の
出

張
窓
口
開
設

　

茨
城
県
で
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
・
療
育
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
た
め

に
使
用
す
る
自
動
車
で
、
障
害
等

級
が
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合

に
は
、
本
人
ま
た
は
障
が
い
者
の

方
と
生
計
を
一
に
す
る
方
が
所
有

す
る
自
動
車
の
自
動
車
税
・
自
動

車
取
得
税
の
減
免
を
行
っ
て
い
ま

す
。
出
張
受
付
窓
口
を
設
置
し
ま

す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
：
２
月
15
日
・
３
月
15
日

（
木
）
午
前
10
時
～
正
午
・
午
後

１
時
～
４
時
▼
場
所
：
市
役
所
１

階
ホ
ー
ル
▼
注
意
事
項
：
新
車
・

中
古
車
の
新
規
登
録
に
係
る
減
免

や
自
動
車
取
得
税
の
減
免
は
、
登

録
日
か
ら
30
日
以
内
に
水
戸
ま
た

は
土
浦
県
税
事
務
所
自
動
車
税
分

室
で
お
願
い
し
ま
す
。
軽
自
動
車

税
は
市
税
務
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
▼
問
：
土
浦
県
税
事
務
所
収

税
第
一
課
☎
０
２
９
‐
８
２
２

‐
７
２
０
５
U
＝http://w

w
w
.

pref.ibaraki.jp/som
u/zeim

u/
kikaku/zeim

u.htm
l

　大学・高校時代の友人から SNSをきっかけに勧誘され高額な契
約をしたが、冷静に考えると解約したいという相談が寄せられてい
ます。20歳以上の成人になると未成年者契約の取り消しはできな
くなります。契約はその場の雰囲気ではなく、保護者や消費生活セ
ンターに相談するなどして、慎重にしましょう。
▶問：消費生活センター☎ 64-1120

種類 法律相談

相談日 14 日
（水）

21日
（水）

28日
（水）

受付日 ７日
（水）

14日
（水）

21日
（水）

定員 ８人

予約受付
時間など

◦申し込みは受付日のみ
◦受付時間：午前８時 30分～
　　　　　　午後５時 15分
◦定員を超えた場合は抽選によ
り決定

時間 午後１時 10分～４時 30分
（１人あたり 25分間）

場所 市役所附属棟・２階第１会議室

相談員 弁護士

▼問：市民窓口課
サービス調整グループ☎内線 205

２月の無料相談

　平成 30年５月１日～ 31年４月 30日に発注する建設工事、測
量・建設コンサルタント等業務、物品購入および役務提供などの
競争入札参加資格審査申請の受け付けを行います。入札参加希望
者は、必ず資格審査を受けてください。詳細は、HPをご覧ください。

▶受付期間：２月１日（木）～３月 31日（土）／窓口は土日祝
日を除く

▶受付場所・問：稲敷地方広域市町村圏事務組合事務局管理課
　　　　　　☎ 64-3741U＝ http://www.inashiki-kouiki.jp/

注意 !!　若者の消費者トラブル

稲敷地方広域市町村圏事務組合

競争入札参加資格審査追加申請について
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●
Ｄ
Ｖ
の
ご
相
談
は
：
県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
（
婦
人
相
談
室
）
☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
４
１
６
６

▶対象・定員：高校生以上で現在ボランティア登録をしていない新規の方・各５人
▶申し込み方法：希望するボランティアの種類と氏名・住所・電話番号を明記し、窓口・電話・ファクス・Ｅメールで
２月４日（日）までに申し込み
▶その他：中央図書館でボランティア保険に加入します／報酬・交通費の支給なし

職種 小学校非常勤講師 学校図書館司書嘱託員 小中学校用務嘱託員

内容 少人数やチームティーチングに
よる教科指導など

図書などの整理・貸出し／図書室の
環境整備／学習指導の支援・資料の
準備など

学校の環境整備および雑役全般・特に
学校給食に関すること／その他学校運
営上特に必要と認める業務など

報酬など
時給 1,740 円

週 28時間以内・年間 34週（年
間 952時間またはそれ以内）

時給 930円
週 25時間以内・年間 38週程度

時給 930円
午前７時 30 分～午後５時 15 分の
範囲で１日７時間／週 35時間以内

定員 17 人程度 若干名 ９人程度

応募資格

共通事項＝・地方公務員法第 16条の欠格条項に該当しない方
・配属される学校長が決定する勤務日・勤務時間に対応できる方

教育職員免許法に基づく小学校
または中学校の教員免許状を有
する方（平成 30年３月 31日ま
でに取得見込みの方含む）

図書館法に基づく司書資格または司
書教諭資格

用務員の職務を行うのに必要な熱意
と識見を持っている方

面接試験 ２月８日（木）午前９時 30分から ２月７日（水）午前９時 30分から

受付期間 １月 26日（金）まで ２月２日（金）まで

■問 指導課☎内線 298 教育総務課学務グループ☎内線295 教育総務課総務グループ☎内線 291

　必要書類などの詳細はお問い合わせいただくか、市公式HPをご覧ください。
▶雇用期間：４月１日～平成 31年３月 31日
▶応募方法：指定の書類および必要な資格証明などを窓口へ提出（郵送不可）。提出いただいた書類は返却しません
▶選考方法：書類審査と面接試験	 ▶その他：通勤手当あり

公立小中学校の非常勤講師・嘱託員など募集

名称 おはなしボランティア ブックスタート読み聞かせボランティア

内容
おはなし会で読み聞かせをするボランティアです。経験者
はもちろん、おはなし会に興味のある方はぜひご応募くだ
さい。活動開始前に講習会（１回）あり

保健センターでの３～４カ月児健康診査で赤
ちゃんと保護者に読み聞かせを行うボランティ
アです。活動開始前に講習会（２回）あり

活動日時

おはなし会（３～８歳児対象）＝毎月第２・４土曜日午前
10時 30分から30分程度／こぐまちゃんのおはなし会（０
～４歳児対象）＝毎月１回・火曜日午前 10 時 30 分から
30分程度

健康診査の火・金曜日の午後１時 30分から２
時間程度（年９～ 10回）

活動場所 中央図書館 保健センター

▼■申・問：中央図書館（〒 301-0004 馴馬町 2630）☎ 64-2202 64-6239E＝ ryutosho@intio.or.jp

中央図書館のボランティア新規募集

湯ったり館嘱託員募集

共
通
事
項

▶雇用期間：２月中～３月 31日／契約更新あり　　▶募集人数：各業務１人
▶応募資格：①～③全ての時間帯での勤務が可能で、土日祝日・年末年始に勤務でき、自家用車通勤可能な方
▶選考方法：書類審査と面接試験／面接日は別途お知らせ
▶申し込み方法：電話連絡後、履歴書を持参。１月 19日 ( 金 ) から受付（午前 10時～５時）。郵送不可
▶問：湯ったり館☎ 60-1126（第２・４水曜休館）

●フロント業務
▶勤務日時：週４日程度①午前８時～午後１時／②午前９時 45
分～午後６時 30分／③午後１時 15分～ 10時／交替勤務制

▶業務内容：フロントでの案内業務全般、レジ対応、脱衣所ロッ
カーキーの受け渡し、宿泊客のチェックイン・アウト対応、
フロントまわり・靴箱の軽微な清掃など

▶時給：810円～ 850 円／通勤手当あり

●清掃業務
▶勤務日時：週３日程度①午前６時 30 分～午後２
時 15分／②午後２時 15分～ 10時／交替勤務制

▶業務内容：掃除機掛け・拭き掃除、館内・屋外トイレ・
浴室・客室清掃、サウナマットの交換など

▶時給：810円～ 880 円／通勤手当あり
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＊＝要予約。持ち物などは予約時にご確認ください。

▶開館日：平日 9:00 ～ 16:00 ／第４土曜日 9:00 ～ 12:00
※予約のあるイベントは毎月１日から予約受付
●木のおもちゃで遊ぼう（赤ちゃん木育おもちゃ広場）

2/1 ㊍ 11:00 ～ 11:30
●出張さんさん館（馴柴コ）　2/2 ㊎ 10:00 ～ 11:30
●メイプルのバレンタインコンサート　2/8 ㊍ 11:00 ～
11:30　歌、楽器演奏など
●ぽにょぽにょくらぶ＊　2/14 ㊌ 10:45 ～ 11:15　親子
のふれあい遊び。０歳児対象・定員 15組
●身体測定　2/16 ㊎　10 カ月未満＝ 10:20 ～ 10:40 ／
10カ月以上（立っちができる子）＝ 11:30 ～ 12:00
●親子ビクス＊　2/19 ㊊ 11:00 ～ 11:30　講師は体操指
導講師・中川英子先生。１歳児対象・定員 15組
●２月生まれの誕生会　2/23 ㊎ 11:00 ～ 11:30　誕生児
の受付は 10:30 まで
●土曜開館　2/24 ㊏ 9:00 ～ 12:00
●１歳あつまれ＊　2/26 ㊊ 11:00 ～ 11:30　１歳児対象・
定員 15組
●ミニミニシアター　イベント日以外の 11:00 ～ 11:30
●子育てに関する相談　随時受け付け
●子育てコンシェルジュ　2/1・8・15㊍ 10:00 ～ 15:00

▶開館日：㊊～㊏ 10:00 ～ 16:00
●絵本読み聞かせ　1/25 ㊍ 10:00 ～
●子育て支援コンシェルジュ出張相談　1/26㊎ 13:30～ 15:30
●１月生まれのお誕生会　1/31 ㊌ 11:15 ～　カードのプ
レゼントあり。10:45 までにお越しください

▶開放日：㊊～㊎9:00～16:00（12:00～14:00は子育て相談）
●救急講習日　1/22 ㊊ 10:30 ～ 11:00
●ゆりかごおはなし会　1/23 ㊋ 10:30 ～ 11:00
●出前保育「体を動かそう」（長山コ）　1/24 ㊌ 10：30～ 11：30
●1月生まれのお誕生会　1/30 ㊋ 10:30 ～ 11:30
●おおきくなあれ！（身体測定）　2/5 ㊊ 10:00 ～ 12:00
●作ってやってみよう！「ひな飾りを作ろう」　2/8 ㊍ 10:30 ～ 11:30

予約は全てHPから
●豆まき＊　2/2 ㊎ 10:00 ～ 10:30（まつやま中央）
●セミナー ｢食の安全を考える ｣＊　2/5 ㊊ 10:00 ～
11:00（まつやま中央）
●リズムで遊ぼう＊　2/14㊌10:00～10:45（まつやま大宮）
●ねっこうんどうかい＊　2/17 ㊏ 10:00 ～ 12:00 たつの
こアリーナ（メインアリーナ）　寒い季節こそ楽しく身体
を動かそう！
●マルシェ＊　2/21 ㊌ 10:00 ～ 11:00（まつやま大宮）
●園庭・室内開放　㊊～㊎ 9:00 ～ 13:00・15:00 ～ 16:00
●レスト・らん＊　㊊～㊎ 11:45 ～ 13:00　こだわりのオーガ
ニックランチを提供しています。前週の㊎ 16:00 までに予約

▶支援室・園庭で遊ぼう：㊊～㊎ 9:30 ～ 15:30　その他
の時間は予約制育児相談
●発育測定・すくすく相談　毎週㊌ 10:00 ～ 12:00　身長、
体重測定
●おしゃべりランチ＊　毎週㊍ 11:30 ～　先着５組まで・
親子 200円。前日から予約可。主食とスプーン持参
●おやつの日　毎週㊎ 11:00 ～　体操・絵本の読み聞かせ。
お菓子とお茶も出ます
●ママ講座「ベビーマッサージ」＊　1/19 ㊎ 13:00 ～　生
後６カ月までの赤ちゃん対象・定員３人
●離乳食講座＊　1/23・2/20 ㊋ 12:00 ～ 12:30　定員各５組
●お誕生日ランチ＊　1/29 ㊊　１月生まれのお友だち３
人まで、お祝いにランチが出ます
●節分製作　2/2 ㊎ 10:30 ～　節分のお面を製作します
●Baby's day　2/13 ㊋ 10:30 ～ 11:00　１歳未満のハ
イハイ時期までの赤ちゃん対象

▶支援室・園庭開放：㊊～㊎ 10:00 ～ 14:00
●育児相談＊　13:00 ～ 16:00
●身体測定・健康相談　1/19 ㊎ 10:45 ～　看護師が計測
します。健康相談あり
●郵便ごっこ　1/24 ㊌ 11:00 ～ 11:30　ハガキに描いて
ポストに入れる遊びをします
●作って遊ぼう（凧製作）＊　1/25 ㊍ 11:00 ～ 11:30　定員５組
●季節の製作　1/29 ㊊・2/6 ㊋ 11:00 ～ 11:30　親子で
簡単な製作を楽しみましょう
●節分を楽しもう＊　2/2 ㊎ 11:00 ～ 11:30　定員６組
※その他イベントなどの詳細は支援室だよりやHPで

●ぴよぴよクラブ（未就園児の親子クラブ）＊　０・１歳児
＝ 1/19 ㊎／１・２歳児＝ 1/23 ㊋／２・３歳児＝ 2/6
㊋／いずれも 10:00 ～ 11:30　教材費おやつ代として１
回 500円（初めての方は無料で体験できます）
●教育講座「こころキラキラセミナー」＊　1/26 ㊎ 10:00
～　幼児期に大切にしたいことをみんなで考え、楽しく
学びましょう。参加無料・託児あり

子育てイベント情報

さんさん館子育て支援センター
▶�申・問：☎ 62-0123

U＝ http://www.city.ryugasaki.ibaraki.jp/procedure/2013081500039/
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駅前こどもステーション 子育て支援センター
▶�申・問：☎ 66-8022

U＝ http://swas.jp/station/

ときわ保育園子育て支援センター
▶�申・問：☎ 60-2122

U＝http://www.tokiwakotori-nursery.ed.jp/

ながと夢保育園子育て支援センター「ゆめ de cafe」
▶�申・問：☎ 62-3309

U＝ http://www.kosodate-web.com/nagatoyume/

りゅうがさきようちえん育ちサポート
▶�申・問：竜ヶ崎幼稚園☎ 62-0573

U＝http://www.ryugasaki-k.ed.jp/

まつやま保育園子育て支援センター「ねっこ龍ケ崎」
▶�申・問：☎ 62-2234

U＝https://www.yamayurikai.or.jp/nekko/

しらはね保育園子育て支援センター
▶�申・問：☎ 61-3319

U＝http://www.kosodate-web.com/shirahane/
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平野エリ子さんが全国大会 2種目制覇

メダルを手に、2 種目制覇の報告をしてくれた平野さん

　愛媛県松山市で行われた「第 17回全国障害者
スポーツ大会」で、平野エリ子さん（久保台）が
水泳２種目（50ｍ背泳ぎ・50ｍバタフライ）で
優勝を果たしました。
　29 歳から本格的に水泳に取り組んでいるとい
う平野さんですが、同大会に出場するのは今回が
初めて。初出場で２種目制覇の快挙に加え、背泳
ぎでは大会新記録での優勝と、今後の活躍を予見
させる内容です。
　12 月１日に、優勝の報告に市長室を訪れた平
野さん。中山市長からの期待の言葉に「2020 年
の東京パラリンピックに出場してメダルを獲得し
たい」と、意気込みを語ってくれました。
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新中央航空・常陽銀行が城ノ内中学校へテレビを寄贈

生徒会長（左から２番目）に目録を手渡す中央航空㈱代表取
締役・長濱社長（右から２番目）と㈱常陽銀行竜崎支店・片
平支店長（左）

　このほど、新中央航空㈱と㈱常陽銀行から城
ノ内中学校へ、大型液晶テレビとテレビ台が寄
贈されました。手数料の一部を教育機関に贈る
㈱常陽銀行の寄贈サービス付私募債「未来の夢
応援債」を活用したもので、11月 21 日に同校
で贈呈式が行われました。
　贈呈式には新中央航空㈱代表取締役・長濱滉
社長と㈱常陽銀行竜崎支店・片平正夫支店長が
出席。２人から生徒会長に目録が手渡されまし
た。寄贈いただいたテレビは、今後生徒たちの
ために大切に活用し、より良い教育環境を整え
ていきます。

ー寄贈サービス付私募債
「未来の夢応援債」を活用ー

宮川明莉さん・明依さんがバトントワーリング全国大会に出場

中山市長に関東大会金賞受賞と全国
大会出場の報告をする宮川明莉さん

（左）・明依さん（中央）

　市内在住で、つくば市で活動するバトントワーリングクラブ
「クッキーズバトンクラブ」所属の宮川明莉さん（中根台中２
年）、明依さん（馴馬台小６年）姉妹が、10月 15日に千葉ポー
トタワー（千葉市）で行われた「第 52回バトントワーリング
関東大会」で見事金賞を受賞し、全国大会への切符を手に入
れました。
　12月５日に市長室を訪れ、12月９日・10日に行われる「第
45回バトントワーリング全国大会」出場を報告してくれた宮
川さん姉妹。明莉さんは２歳、明依さんは３歳から競技を始め、
日々練習に励んでいるそうです。「今大会では金賞で 1位を目
指したい」と抱負を語ってくれましたが、惜しくも３位とい
う結果でした。今後もより一層の活躍を期待しています。
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若林由雄さんがディスクゴルフ美浦シニア大会で優勝

アマチュア男子部門で見事優勝
した若林さん

　11月26日に光と風の丘公園（美浦村）で、茨城県フライングディ
スク協会主催の「いきいき茨城ゆめ国体開催記念大会 2017 ディ
スクゴルフ美浦シニア大会」が開かれ、アマチュア男子部門で市
内在住の若林由雄さん（龍ヶ崎ふれあい公園ディスクゴルフ同好
会）が見事優勝を果たしました。
　ディスクゴルフは、フリスビーの愛称で知られるフライングディ
スクを使用した競技の一つで、バスケット型の専用ゴールに、い
かに少ない投数でゴールに入れられるかを競うもの。
　若林さんはこの日、茨城県居住者のベストグロスを達成し、茨
城県知事賞も受賞しています。

牛久沼水質浄化ポスター表彰式

　牛久沼への関心を高め、水質浄化の意識を高揚
させることを目的に牛久沼流域の４市（龍ケ崎市、
牛久市、つくば市、つくばみらい市）の小中学生
を対象に募集した「牛久沼水質浄化ポスター」の
表彰式が11月９日、龍ケ崎市役所で行われました。
　牛久沼流域水質浄化対策協議会が実施したもの
で、応募 481 作品の中から小学校低学年の部、小
学校高学年の部、中学生の部それぞれで最優秀賞
１人、優秀賞２人、優良賞５人が表彰されました。
　市内入賞者は以下のとおりです（敬称略）。

【最優秀賞】岩野桂典（長山小５年）
星野乃愛（長山中２年）

【優秀賞】鬼澤汐梨（城西中１年）
【優良賞】櫻田萌優（松葉小２年）／本橋桔花（城ノ内
小３年）／渡邉莉音（城ノ内小３年）／佐藤陽（八原小
４年）／恒松花音（城西中１年）／森井優人（城南中１
年）／松田明夏（愛宕中３年）
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龍ケ崎空手スポーツ少年団
個人組手で優勝など

大会で活躍した龍ケ崎空手スポーツ少年団の皆さん

ー第 42回関東地区空手道選手権大会ー

ー４市から 481作品の応募ー

　10月 22日、宇都宮市清原体育館（栃木県）で、
「第 42回関東地区空手道選手権大会」が行われ、
龍ケ崎空手スポーツ少年団の団員が個人組手で
優勝するなど、優秀な成績を残しました。
　見事優勝を果たしたのは小学６年生女子の部・
亭嶋優来さんと、中学２年生男子の部・熊谷成将
さん。熊谷さんは５度目の優勝という素晴らしい
結果でした。
　入賞者は右のとおりです（敬称略）。

【組手の部個人】優勝＝熊谷成将・中学２年生男子
優勝＝亭嶋優来・小学６年生女子
準優勝＝松本龍世・小学５年生男子
３位＝助川颯海・中学３年生男子

【型の部個人】敢闘賞＝飯野祐希・小学３年生男子
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★赤ちゃんの写真募集★
　３月・４月に１歳になるお子さんの写真をお寄せください（写
真の返却はできません／webサイトにも掲載します）。３月生
まれのお子さんの写真は、１月 31 日（水）まで受け付けます
（必着）。締め切り日を過ぎたものは掲載できませんのでご注意

ください。お子さんの氏名（よみがな）・住所・電話番号、生
年月日・性別、デジタルサイネージ（佐貫駅前電子掲示板）へ
の掲載可否を添え、写真の裏にもお子さんの氏名と生年月日を
書き、〒 301-8611　龍ケ崎市 3710　りゅうほー編集室「我
が家の天使」係まで。

★道
どうそしん

祖神と猿
さるたひこ

田彦の神

　皆さんは道端や神社境内で「道祖神」と彫られた石碑を見
たことはありませんか？
　道の神様だろうと想像はつきますが、その他にも災いや悪
霊を防ぐとか、安産の神ともなるようです。地方によってい
ろいろな形の石像があるようですが、龍ケ崎にある物は探し
た限りでは「道祖神」と字で彫られた石碑ばかりでした。そ
うした石碑の中には、近くに住宅がないのに注連縄や造花が
置かれているものがあるので、信仰は続いているようです。
竜ケ崎一高の校門近くには「道祖神社」があります。正に通
学の見守りですね。
　さて、道祖神として、猿田彦の神が祀られることがあり
ます。猿田彦の神の話は古事記や日本書紀に出てきますが、

天
あまてらすおおみかみ

照大御神の孫のニニギの命
みこと

が大
おおくにぬし

国主の神から地上を譲られ
る際、その道中を道案内した神とされていますので、道の守
り神となったのでしょう。この話は大和朝廷が出雲の豪族を
支配した時のことを示しているのではないかとも言われてい
ます。市内では上町の八坂神社境内奥に祀られています。板
橋町には、「猿田彦神社」があります。訪れたときは近くの
農家の方が休んでおられましたが、普段は訪れる人もないよ
うな静かな雰囲気の神社です。

《広報ボランティア：枡田》

猿田彦神社 八坂神社の猿田彦の神

広報ボランティアレポート
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１月

佐藤零（れお）くん
１月 16日生（小柴）

木内凛菜（りんな）ちゃん
１月 13日生（姫宮町）

葊瀬茉優（まゆ）ちゃん
１月６日生（南中島町）

立花紗桜子（さくらこ）ちゃん
１月１日生（小柴）

毛塚瑛茉（えま）ちゃん
１月９日生（佐貫）

小澤侑晟（ゆうせい）くん
１月 31日生（城ノ内）

羽鳥陽翔（はると）くん
１月 16日生（藤ケ丘）

澁谷怜奈（れな）ちゃん
１月５日生（松ケ丘）

篠原瑛太（えいた）くん
１月 18日生（佐貫町）

倉持伯都（はくと）くん
１月 11日生（白羽）

松鹿華（はな）ちゃん
１月６日生（姫宮町）

中嶋遼（りょう）くん
１月 15日生（愛戸町）

矢口陽里（ひかり）ちゃん
１月４日生（姫宮町）

山本笑瑚（にこ）ちゃん
１月９日生（南中島町）

渡辺紫咲（むらさき）ちゃん
１月 17日生（久保台）
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文化会館☎ 64-1411
歴史民俗資料館☎ 64-6227
たつのこアリーナ☎ 64-8674

　活動に参加して「ためっぺシール」を集めよう！▶問：市民協働課市民協働推進グループ☎内線 438
名称 日時 会場

公共施設再編成の市民フォーラム＊
学校を中心とする公共施設のあり
方を考えます／先着 200人

10日（土）
14:00
～ 15:30

文化会館
小ホール

▲■申・■問：資産管理課☎内線 473

名称 日時 会場

市民救命講習会＊
AEDの使用方法などの救命
法を学びます／先着 25人

① 24日（土）
② 25日（日）
いずれも

9:00 ～ 12:00

龍ケ崎
消防署

▲■申・■問：危機管理課☎内線 352

２月 平
成
28
年
度
龍
ケ
崎
市
社
会
福
祉
大
会
標
語　

リ
サ
イ
ク
ル　

生
ま
れ
変
わ
っ
て　

ま
た
会
お
う
（
長
山
中
３
年　

柳
橋　

希
羽
）

スポーツイベント→

ア＝アリーナ フ＝フィールド ス＝スタジアム

２日 市内小中学校特別支援学級児童・生徒
作品展　「えがお展」（～４日）（文）

４日 初級古文書講座（歴）

４日 西尾夕紀コンサート（文）

４日 緑千会　琴　お弾き初め会（文）

10日 公共施設再編成市民フォーラム（文）

11日 近世古文書講座（歴）

11日 癒し＆くつろぎ＆ミニコンサート（文）

11日 松の会　三味線・端唄・小唄
お弾き初め会（文）

12日 お手玉作り教室（歴）

12日 ミュージックフェスティバル
～吹奏楽の文化祭～（文）

18日 竜ヶ崎合唱連盟第５回合唱祭（文）

18日 文化講演会「辻村深月トークショー」（文）

22日 認知症講演会（文）

25日 御殿まり教室（歴）

25日 ゴルゴ松本講演会（文）

文化会館・歴史民俗資料館→

文＝文化会館 歴＝歴史民俗資料館

１・８・
15・22日

バドミントンタイム
卓球タイム（ア）

３日 第９回ききょう杯卓球大会（ア）

４日 第 21 回龍ケ崎ソフトバレーボー
ル大会（ア）

４日 全国統一かけっこチャレンジ 2017（フ）

10・11日 茨城県小中学生学年別優勝大会（柔
道）（ア）

10・11日 ロータリーカップ（サッカー）（フ）

12日 卓球連盟後期大会（ア）

17日 まつやま中央保育園
ねっこっ子運動会（ア）

18日 茨城県バウンドテニス協会
審判員大会（ア）

21日 オープンウォーキング・オープン
フィールド（フ）

24日 ひなカップ（ミニバス）（ア）

24日 流大　陸上競技（フ）

25日 龍ケ崎柔道スポーツ少年団
錬成大会（ア）

＊＝要予約



－ 23 －  平成 30 年１月号

『
り
ゅ
う
ほ
ー
』
音
訳
Ｃ
Ｄ
・『
り
ゅ
う
ほ
ー
』
点
訳
版
を
配
布
し
て
い
ま
す

　

目
の
不
自
由
な
方
へ
、『
り
ゅ
う
ほ
ー
』を
音
訳
し
た
Ｃ
Ｄ
お
よ
び『
り
ゅ
う
ほ
ー
』点
訳
版
を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。
詳
細
・
お
問
い
合
わ
せ
は
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
62
︲
５
１
７
６
）ま
で
。

たつのこアリーナからのお知らせ

※資源物排出量には、集団回収（子ども会・長寿会など）
で回収された量は含まれていません。

<< ごみ・資源物排出量 >>

中央図書館　　☎ 64-2202

『亜人』１巻＝桜井画門
『BEGIN』３巻＝池上遼一
『雪花の虎』５巻＝東村アキコ
『エリアの騎士』57巻（完）＝月山可也
『七つの大罪』29巻＝鈴木央

＊他多数の本が入りました。お楽しみに。

　不要のまんががあったらお譲りください。詳しく
はHPもしくは「まいん」まで。

まいん　　☎ 64-9005

文学
『逃亡刑事』＝中山七里
『ノーマンズランド』＝誉田哲也
『銀杏手ならい』＝西條奈加
『ねこ町駅前商店街日々便り』＝柴田よしき
『太陽と乙女』＝森見登美彦

その他
『親子で学ぶプログラミング超入門』＝星野尚
『ビジネス名著大全』＝橋本忠明
『THE男前燻製レシピ 77』＝岡野永祐
『魔法のボンボン・ショコラレシピ』＝熊谷裕子
『知られざる日本に眠る若冲』＝狩野博幸

絵本
『うんだらかうだすぽん』＝いぬいあきと
『おかしなめんどり』＝林なつこ
『ホカリさんのゆうびんはいたつ』＝はせがわさとみ
『ゆめはまんが家！』＝小林深雪
『西郷隆盛』＝楠木誠一郎

＊他にもたくさんの本が入りました。

●２月のお話会
おはなし会：10 日（土）・24 日（土）午前 10 時 30 分～

たつの子お話タイム：10 日（土）午前 10 時 30 分～

こぐまちゃんのおはなし会：20 日（火）午前 10 時 30 分～

実績値
（H29.11 月）

前年度同月比
（H28年度）

29年度累積実績値
（H29.4 月～ 11月）

市民１人
１日あたりの

家庭ごみ排出量 674g ＋ 59g 688g

資源物排出量 112g ＋ 10g 103g

■ボルダリングウォールができました！
　天井改修工事のため休館
していたサブアリーナに、
新たに高さ４ｍ・全長７ｍ
のボルダリングウォールを
壁面に設置しました。小
学３年生以下の個人利用
には 15 歳以上（中学生
を除く）の保護者の同伴

が必要です。利用方法などの詳細はお問い合
わせください。

■サブアリーナの利用方法が変わります！
　利用者の安全確保のため、サブアリーナを
利用できる種目の曜日を設定します。月ごと
に種目の曜日を変更しますので、ご注意くだ
さい。

２月

火・木・土曜日 卓球・バドミントン・バスケット

水・金・日曜日 卓球・バドミントン・ボルダリング

３月

火・木・土曜日 卓球・バドミントン・ボルダリング

水・金・日曜日 卓球・バドミントン・バスケット

２月からサブアリーナが

リニューアルオープンします！

■問い合わせ：たつのこアリーナ☎ 64-8674
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1月
号

●この広報紙は、株式会社茨城読売ＩＳに委託し、市内の全世帯に配付しています。配
付についてのお問い合わせは市広報広聴課まで。再生紙を使用しています

◎１月の納付：市民税・県民税④　国民健

康保険税⑦　介護保険料⑦　後期高齢者医

療保険料⑦　保育料徴収金　市営住宅使用

料　放課後自動健全育成事業保護者負担金

※口座振替日は１月 31 日です

 龍ケ崎市民憲章
1. 互いに信じ、助けあい、あたたかい心の輪をひろげましょう
1. 知性と教養を深め、人間性あふれる文化をそだてましょう
1. からだをきたえ、仕事にはげみ、思いやりのある明るい家庭をきずきましょう
1. 自然を愛し、清潔で、水と緑の美しいまちをつくりましょう
1. 心をあわせ、未来に生きる若い力をのばしましょう

●休日当番医　診療時間：午前９時～午後４時

1/21（日） さくらクリニック ☎ 65-1211 秋本脳神経外科 ☎ 64-3311
1/28（日） 朝野循環器科クリニック ☎ 62-0178 中村クリニック ☎ 64-6655
2/4（日） 山村医院 ☎ 66-0555 野村医院 ☎ 62-6561

「
屋
台
の
味
が
恋
し
い
年
の
始
め
で
す
」

　まつど観光大使・龍ケ崎市広報ライターの「る
みちゃん」が、外から見た龍ケ崎をお届けします！

宝くじの助成金で公民館を整備
　このほど高砂区町会（石塚光男区長）では、一
般財団法人自治総合センターが実施する、宝くじ
の社会貢献広報事業「コミュニティ助成事業」を
活用し、「高砂公民館」を改築しました。
　旧高砂公民館は築後 40 年以上が経過し、老朽
化が著しかったことや、震災の影響で建物に傾き
などが生じていたことから、今回の改築となりま
した。新しい公民館は地域の集会施設としての機
能だけでなく、地域防災の活動拠点としての機能
も有しています。今後、高砂区町会の住民自治活

動がますます活性化されることが
期待されます。

ー住民自治活動の活性化に期待ー

12
月
10
日
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

に
は
、
石
塚
区
長
の

ほ
か
、
中
山
市
長
、

萩
原
県
議
会
議
員
な

ど
が
出
席
し
ま
し
た

　

皆
さ
ん
、
新
し
い
年
に
な
り
ま
し
た

ね
。
こ
の
冬
は
寒
さ
が
早
く
訪
れ
、
日
本

列
島
も
、
あ
ち
こ
ち
で
雪
の
便
り
で
す
。

我
が
龍
ケ
崎
も
、
つ
く
ば
颪
（
お
ろ
し
）

が
ヒ
ュ
ー
と
吹
い
て
、
思
わ
ず
「
熱
燗
飲

み
た
い
！
」
と
な
る
の
で
す
。
火
点
（
と

も
）
し
頃
に
、
駅
近
を
一
人
で
歩
い
て
い

る
時
の
心
細
さ
、
思
わ
ず
「
う
し
ろ
姿
の

時
雨
（
し
ぐ
）
れ
て
い
く
か
」
と
つ
ぶ
や

い
て
山
頭
火
の
気
分
…
ま
あ
早
い
話
が
、

駅
近
で
早
く
か
ら
飲
め
る
店
を
探
し
て
ウ

ロ
ウ
ロ
し
て
い
る
だ
け
。
あ
～
思
い
返
せ

ば
昨
年
の
12
月
１
日
、
佐
貫
駅
西
口
で
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
式
が
あ
っ
て
、

屋
台
が
出
て
い
た
な
～
。
煮
込
み
と
焼
酎

の
お
湯
割
り
に
し
ょ
う
ゆ
焼
き
そ
ば
、
温

か
く
て
お
い
し
か
っ
た
。
た
ぬ
キ
チ
の

宴
!!　

良
か
っ
た
な
～　

え
っ
？
違
う
？

…
（
さ
ぬ
キ
チ
の
宴
で
し
た
。
関
係
者
の

皆
さ
ま
ご
め
ん
な
さ
い
）。
あ
の
時
は
駅

か
ら
引
き
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
テ
ン
ト
に

突
入
！　

一
気
に
焼
酎
お
湯
割
り
、
煮
込

み
、
し
ょ
う
ゆ
焼
き
そ
ば
を
飲
み
込
む
！　

ぶ
ふ
ぁ
～
、
お
い
し
い
♪　

特
に
、
し
ょ

う
ゆ
焼
き
そ
ば
!!　

良
い
油
で
炒
め
て
あ

る
の
で
、
油
っ
ぽ
さ
を
感
じ
な
い
。
具
も

た
く
さ
ん
入
っ
て
い
て
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も

良
し
！　

量
は
多
い
く
ら
い
。
味
は
ソ
ー

ス
味
よ
り
あ
っ
さ
り
し
て
私
好
み
。『
佐

貫
に
名
物
を
創
る
会
』
が
考
案
さ
れ
た
み

た
い
で
す
よ
。
お
土
産
に
と
思
っ
た
け
れ

ど
、
残
念
！　

１
時
間
で
売
り
切
れ
て
い

ま
し
た
。
次
回
食
べ
ら
れ
る
の
は
２
月
18

日
の
「
ま
つ
り
・
な
れ
し
ば
」
の
会
場
だ

そ
う
で
す
。（
あ
く
ま
で
予
定
で
す
よ
～
）

　

心
も
お
腹
も
満
た
さ
れ
て
、
ま
さ
に
た

ぬ
き
腹
と
な
っ
た
お
腹
を
さ
す
り
、
ふ
と

隣
を
見
る
と
長
山
の
友
人
！　
「
え
え
！　

こ
こ
ま
で
歩
い
て
来
た
の
？
」「
る
み
ち
ゃ

ん
こ
そ
松
戸
か
ら
？
」
と
お
互
い
の
勇
姿

を
た
た
え
あ
っ
た
（
大
げ
さ
な
）。
ご
近

所
の
人
た
ち
が
、
三
々
五
々
集
ま
っ
て
来

て
、
点
灯
式
開
始
前
に
既
に
満
席
！　

お

喋
り
に
花
咲
く
老
若
男
女
。
袖
振
り
合
う

も
他
生
の
縁
と
言
い
ま
す
が
、
ま
し
て
や

ご
近
所
同
士
の
縁
は
、
お
互
い
助
け
合
う
、

も
や
い
の
縁
※
で
す
。
こ
の
街
に
住
ん
で

良
か
っ
た
と
思
え
る
の
は
、
案
外
こ
ん
な

さ
り
げ
な
い
時
間
の
積
み
重
ね
か
も
し
れ

な
い
で
す
ね
。

　

こ
の
街
が
好
き
と
い
う
人
た
ち
の
顔

が
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
キ
ラ
キ
ラ
輝

い
て
い
ま
し
た
！　

皆
さ
ん
、
今
年
も
楽

し
い
一
年
に
し
ま
し
ょ
う
ね
。

※
「
も
や
い
」
と
い
う
言

葉
は
、「
お
互
い
に
助
け

合
う
」
だ
と
思
っ
て
い
た

ら
、
茨
城
県
で
は
「
田
舎
」

と
か
「
ダ
サ
イ
」
と
か
言

う
意
味
な
ん
で
す
っ
て
！
　

知
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
で

は
も
ち
ろ
ん
、
助
け
合
う

で
す
!!


